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許婚は俺様ドクター！ 独占愛からは逃げられない
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　ああ、無理──。

　この男だけはどうしたって好きになれない。

　そんな相手、誰にだって一人はいるでしょう？







　結婚願望はある。

　一生に一度の運命的な出会いや、胸がときめくような恋愛をしてみたい。欲を言えばスペックの高い男性が好きだし、自分の健康に気を遣わない人よりも適度に運動をし引き締まった身体つきをしている男性がいい。

　けれど──。

　奈良橋ならはし美智みちは、真正面に座る〝スペックの高い男〟を見つめて、ため息を一つ漏らした。

（相性が悪すぎるでしょ……）

　観光客用のガイドブックにも載っているという高級フレンチレストランに気後れすることもなく、男は綺麗な所作で前菜を口に運んでいた。

　真っ白なワイシャツにはしわ一つなくアイロンがかけられている。派手ではないが質のいいネクタイの趣味も悪くない。

　時計は誰もが知る有名ブランドの物だが、かなり古いデザインだ。もしかしたら愛着があるのかもしれない。

　迷った末に、友人の結婚式で着用したダークブルーのフォーマルドレスを選んだ美智とは大違いだ。

　顔は百点満点中、誰が見ても百点。

　肉づきの少ない骨張ったシャープな顎。スッと真っ直ぐに伸びる高い鼻梁。男らしい切れ長の目に生えた長いまつ毛が瞬きのたびに揺れて、ふと視線を下げる仕草に色情すら感じさせる。

　自然な色の黒髪は真っ直ぐで、時折伸びた前髪を邪魔くさそうに払っている。そんな動き一つにさえ思わず見惚れてしまいそうになって、美智は目を逸らした。

　職業は医師、それもトップクラスの三次救急を担う病院で勤務する脳神経外科医だ。歳は今年三十一だと聞いたが、若いながら貫禄もある。

　運動をする暇がどこにあるのか甚だ疑問だが、腕や足などは筋肉質で引き締まっている。レストランの入り口のドアギリギリに頭があったから、きっと身長は一八〇以上あるだろう。

　しかし、いくら見た目がよくても──。

「くそ忙しいが、仕方ないから月に一度の食事だけは来てやる。けど、ぜっっったい、俺のこと好きになったりするなよ？」

　こんなに性格が悪くて、高圧的な態度の男は御免だ。

「それはこっちのセリフなんですけど！　私が結婚するのは、今付き合ってる彼氏とだから！　あなたじゃないから！」

「はっ、どうだか？　すぐ振られるんじゃないか？　お前みたいなの好きになる男の気が知れないな。こんな気が強い女誰だって御免だ」

　あり得ないとでも言いたげに男は首を振った。

　気が強すぎる──とは、自分でも思っている。が、外見的には多分悪くない方だ。そこまで美人ではないにしても、目鼻立ちははっきりしているし、化粧だって欠かさない。

　飲み会に行けば、それなりに男性から声をかけられることもあった。

　彼氏がいるのだって本当で、忙しすぎてあまり会うことはできないが、想いは通じ合っているはずだ。いつか、自分の気持ちと相手の気持ちが同じ方向を向いた時、きっと結婚することになるのだろうと考えている。

　けれど、彼氏がいなかったとしても、この男と結婚したいとは思わない。

「私だって、あなたがいる病院になんて絶対にかかりたくないわ！　医療ミスとか起こされるかもしれないし！」

「たとえ救急車でお前が運ばれてきたって診ないからな、俺は」

「もっと声小さくしてよ！　お母さんに聞こえちゃうじゃない！」

「さっきから、場所もわきまえず騒いでるのはお前だけだ」

　ハッと気づき周囲を見ると、立ち上がらんばかりに騒いでいる美智に苛立ち紛れの視線が突き刺さった。

　しかも、まるで小学生のような喧嘩をしている自分とて、医療従事者だったりするわけで。

「何でもいいからさっさとその彼氏と結婚してくれ。お前が結婚すりゃ終わるだろ？　それまではこのくだらない茶番に付き合ってやる」

「言われなくても、そうするわよっ！」

　肩よりか少し長くなったボブの髪を振り乱しながら、美智の叫び声が店内に響いた。

　これが、許婚である城戸口きどぐち雅也まさやとの出会いだった。
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　窓から外を見渡せば、温かみのないコンクリートの高層ビルが建ち並んでいる。

　その一角に芝生の広がる公園があり、ようやく新芽が吹き始める木々の中に、桜の花びらが風に揺られて舞っていた。今日はシャツ一枚で過ごせる暖かい日差しが降り注いでいるから、きっとたくさんの人たちが太陽の下で過ごしていることだろう。

　子どもたちが遊ぶ微笑ましい様を想像しながら、美智はそっとため息を漏らす。

　互いに一生忘れられないであろう出会いから二年が経ち、二十八歳になった現在もまだ、その関係性は変わっていない。

「おい。俺と会うのに、どうしてそんなパジャマみたいな格好してるんだ。胸元開きすぎだろ」

　切れ長の目をさらに細めた雅也が冷たく言い放った。喧嘩を売っているとしか思えない言動に苛立ちが募る。

「パジャマっ？」

　磨き上げられた床に天井から吊り下がる豪華なシャンデリア。ドレスコードのある高級ホテルのレストランだ。履きなれないヒールまで用意して来ているというのに。

　仕事柄常に白い制服を着ているためか、美智はどちらかというと暗色系を好んで着ることが多い。今日はカーキ色のラップスカート風ワンピースを選んだ。断じてパジャマではない。

　胸元は大きく開いているが、谷間が見えるほどではないし、だらしなくもない。スーツ姿の雅也とも釣り合いは取れているはずだ。

　からかってバカにしたいだけだ。きっとスーツを着ていても彼は同じことを言うだろう。

「それに遅れて来やがって。彼氏とデートでもしてたのか？」

　言いがかりとしか思えない言葉の数々に我慢も限界で、つい声が尖ってしまう。

「だから渋滞してるって言ったし、ちゃんと謝ったじゃないっ！」

　会うたびにこれで、恋など生まれるはずがない。

　嘘のような本当の話だが、母親同士が親友で、生まれた子どもたちを将来結婚させようなんてふざけた約束をずいぶん前にしたらしい。

　つまり、雅也と美智は許婚という間柄だ。

　法的な拘束力は一切ないし、普通であれば反故にされるような約束事だ。美智も何度も母に無理だと言った。けれど──。

　シングルマザーの母には苦労をかけた。

　美智を育てるためにパートを掛けもちし、朝から晩まで働いていた。

　結婚が女の幸せだとは母も思っていないだろう。ただ、自分と同じ苦労を味わわせたくないという親心が少なからずあるのだと思っている。

　それに仕事、仕事で恋人を紹介したことのない自分も悪い。気恥ずかしかったという理由もあるが、正直実家に連れていくほど一人の相手と長く続いたことがなかった。

　無理やりにでも結婚を進めなければ、もしかしたら娘は一生独身かもしれない、などと母は思ったのかもしれない。

　昔よりもだいぶしわの増えた母に、孫の顔が早く見たいと泣き落とされては、嫌だと母の気持ちを否定することもできなかった。

　式場はドレスはと娘の意見に耳を貸さない母を何とか宥めて、結婚は自分の意思でと、代わりに月に一度は必ず彼に会うと約束をした。

　ただ、雅也と初めて会った時から気持ちは変わっていない。母には申し訳ないが雅也と結婚するのだけは御免だ。

　いつかは結婚したいと思っている。きっと雅也とて同じだろう。けれど、それは別の誰かとだ。

「おい、聞いてるのか？」

「聞いてるって。遅れてごめんなさい」

「貴重な休みをお前のために使ってるんだ。感謝しろよ」

　もうすっかり慣れてしまった雅也の嫌味を聞きながし、外食でしか味わえないステーキ肉の柔らかさに舌鼓を打った。

「美味しい～。目の前にいるのが好きな人だったら、会話も楽しんでもっとゆっくり味わうところなんだけど。ほら、あなたも早く食べちゃって」

「お前の恋人、許婚がいるって知らないんだろう？　俺が言ってやろうか？」

　ニヤリと口元を上げた雅也が皮肉交じりに言った。

「……っ、げほっ」

　口の中で咀嚼していた肉の塊を危うく喉に詰まらせるところだった。

「汚いな。ちゃんと拭けよ、ほら」

「ありがと……」

　きっちりとアイロンのかけられたハンカチを差しだされて、しぶしぶ礼を言って受け取った。

　実は、雅也の言う〝恋人〟とはとっくに別れていた。

　付き合いは半年も続かなかった。看護師として働く美智は、シフトで夜勤もあり土日に休めることは多くない。土日休みの彼に合わせてデートをすると、夜勤明けであることもしばしばだった。

　家に帰ると、約束があるとわかっていてもあまりの疲れに夕方まで眠ってしまう。起きて時計を見るとすでに日が暮れていて、彼からの着信履歴に頭を抱えた。

（それも一回や二回じゃないから、悪いのは完全に私なんだけど）

　気づけば自然消滅していて、彼からの連絡はなくなっていた。最近会ってないなと気づいたのは、前のデートから二ヶ月ほど経過した後のことだ。

〝最近どうしてる？〟

　彼に入れたメールの返信は三日後だった。

〝どうしてまだ付き合ってると思えるんだよ〟

　そう言われて初めて、自分が二ヶ月、電話もメールすらしていなかったことに気づいた。

　五時間遅刻という失敗が理由だったのか、美智から連絡を取ることが滅多になかったことが理由だったのかは、今となっては知るすべもない。

　会えなくて寂しいとか、ふとした時に思い出すことすらなかった。

（誰かと付き合うとか、向いてないんだよね。きっと）

　別れても悲しいとすら思えなかった。

　ただ……雅也は何と言うだろう──そう思った。「ざまあみろ」「可愛げないから振られるんだ」彼の言葉を勝手に想像して苛ついて、言えなくなってしまった。

　時折窓の外を見ながら、彼は黙々と食事を続けている。その横顔は憎らしいほどに魅惑的だ。見つめていられずについ視線を逸らしてしまう。

　そういえば、雅也を数時間待たせてしまうこともあったが、彼は「次の仕事に響くからちゃんと寝てから来い。待ってるから」と言ってくれた。

　雅也から発せられたとは思えない優しい言葉に初めて感動を覚えたものだが、いかんせんその後がひどかった。「三時間も待たされるのはもうこりごりだから、来月からのシフト表を見せろ」ときた。

　自分だって食事中に寝てしまうことがあったくせに。

　緊急オペで朝方まで仕事だったのだから仕方がないとわかっている。テーブルに伏せて数時間睡眠を取った雅也は、起きて美智の顔を見るなりバツが悪そうな顔をして謝った。しかも、待ってなくてよかったのにとまで言われて苛立ったのを鮮明に思いだせる。

　一緒に食事をしている相手が寝てしまったからといって、一人放置し帰ることなどできるはずがない。どれだけ薄情だと思っているのか。

　この二年間に思いを馳せると苛立ちばかりだが、つまりはお互い様、ということで以前の恋人と違って気は楽だ。

　そして、雅也の提案で日勤後の日曜日に会う約束になったのだが、感謝する気は起きない。

　母の気持ちを慮ったとしても、雅也との結婚は無理だし、彼にもそのつもりはないだろう。

　口を開けば喧嘩ばかりで、互いに思いやることもない。最初から失敗する結婚だとわかっていて、婚姻届に判を押す女はいない。

「こんなにいい男がいるってのに、ほかの男と付き合う女の気が知れないな」

　あらかた食べ終わった雅也がポツリと窓の外に目を向けたまま言った。

「自分でいい男って言う男に限って、大したことなかったりしない？」

「お前は、俺以上にいい男に会ったことあるか？」

　自信過剰な言い方に腹が立つ。たしかに、これほどの美青年を見る機会はそう頻繁にあるものではないが。

「ある」

「へぇ、誰？　恋人か？」

　雅也の視線が再び細まった。ツッと睨むように見つめられると、いくら彼に対して思慕を抱いてないにしても目が吸い寄せられてしまう。顔面偏差値の高い男はこれだから、と美智は目を逸らして告げた。

「職業、闇の仕事人。恋人のために犯罪から足を洗って、二人で逃避行。二十九歳、独身。特技、格闘技。貯金、数十億」

「それテレビで見ただけだろ」

　雅也が声を立てて笑った。時々、彼の本質がわからなくなる。意地悪ばかり言うのに、笑顔を見せたり、時々優しかったり。

　いつもこんな風に会話ができていたら、もしかしたら何か違っていたのではないかと思ってしまう。恋人は無理でも友人にはなれたかもしれない。

「会ったことあるかもよ？　恋人かも」

　本当は連続ドラマのヒーローだが、数年前美智の働く病院に入院していたことがあったのだ。ドラマを観た直後であったし、芸能人だと皆が浮き足立っていたのだが、イメージとはまったく違っていて傲慢な態度に失望したのを鮮明に覚えている。

「ふうん、俺も仕事人だろ？　同じようなものだ」

「なに張り合ってるのよ」

　なんだかおかしくて笑いがこみ上げる。口元を押さえて声を出して笑うのを堪えていると、真剣な表情で見つめられて心臓の鼓動が跳ね上がった。

（なんで、そんな顔するの……？）

「そろそろ、監視役のところに戻るか。もういいだろ」

　視線が逸らされ、雅也の目は別席にいる母親たちのもとへと向けられた。二人ともこの関係に乗り気ではないとバレているためか、言葉通り毎回監視役として母たちも同じ店で食事をしている。

「あ……うん……そうね」

　もう一度雅也の表情を見た時には、いつもと同じなにを考えているのかわからない顔に戻ってしまっていた。

　母たちのテーブルの上は、ほとんどの料理が手つかずのままだった。女性同士が話すと長いということはもちろん理解しているが、自分たちをそっちのけでずいぶんと楽しそうだ。

「はぁ……また二人で帰らなきゃいけないじゃない……」

　靴音程度の小さな呟きは、しっかりと雅也の耳に届いていたのか、振り向きざまに指で額を弾かれる。

「いたっ」

　美智が席を立ったタイミングで会計を済ませてあったのか、従業員がありがとうございましたと頭を下げた。

「送ってやる。お前の母親に言われてるからな」

　雅也は、嫌がらせのように美智の腰に手を回して言った。

　振り返ると、離れた場所でにんまりと笑みを浮かべながら、手を振る母の姿がある。

「雅也さん、お金……」

「俺が受け取らないって知ってるだろ？」

　間髪入れずに告げられる。

　出会ったばかりの頃、どちらが払うかで揉めたことがあった。

　美智は奢られることに納得がいかず、伝票を手にする雅也にたてついたものだが「お前が嫌がってるところを見るのが好きなんだ」などと言って、結局支払いは雅也がした。人が嫌がるところが見たいだなんて、趣味が悪いとしか言いようがない。

「ご馳走さまでした」

「不服そうだな」

　喜ばせるのも癪で憮然とした表情で告げると、美智が困っているのが嬉しいのか、雅也の口元が綻んだ。

　ギュッと胸を鷲掴みにされるように息苦しくなった。

　顔だけはいい男だ、見惚れてしまうのは仕方がない。けれど、うるさいぐらいに音を立てる心臓がいつまで経っても収まらない。

　彼と会っていると動悸がするし、苛々することばかりだ。家に帰ってからも時折思い出してしまうことすらある。

（まったくもう……なんなのよっ……）

　店を出て母たちが視界から見えなくなったのを確認して、腰に回ったままの雅也の手を叩いた。

　早く結婚しろと言っておきながら、最近の雅也は美智をからかうのを楽しんでいる節がある。

（好きな人は欲しいけど、出会いを探すのも面倒なんだよね……）

　しかし、嫌々ながらもどうして雅也がこんな茶番に付き合っているのかは疑問だ。しかももう二年も。

　多分面白がっているだけだろうが、それだけならそう長くは続かないはずだ。

　見栄を張って、いもしない恋人に愛されているふりをしている。そんな自分にもうんざりした。

　結婚適齢期であることはわかっているが、誰かと生活を共にすることなど今は考えられない。

　いつかはきっと。

　その〝いつか〟はいつ来るのだろう。

　地下駐車場に停められた黒の大型セダンに乗り込む。わざわざ助手席の扉を開けてくれるような親切な男ではないし、雅也にそんなことを期待してはいない。

「うちの病院の医師ってわりと派手な外車が多いんだけど、意外よね……」

　雅也の車も誰もが知る高級国産車ではあるが、外見だけ言えば、これほど真っ赤なスポーツカーの似合う男もいない。たとえば、金のネックレスをして、胸元の大きく開いたゼブラ柄のシャツを着ていたとしても、雅也の格好よさは損なわれないだろう。

　けれど、雅也が好んで着るのは単色のシャツだったり、黒のスラックスだったり。品がよくほどほどに地味だが、端正な顔つきを一層際立たせていて、なんだかどちらにしても腹が立つ。

「実用性重視なんだよ、俺は。足が長いからスポーツカーじゃ乗りにくいだろ？」

「そういうの自分で言わなきゃかっこいいのに。顔だけは」

「俺は顔も中身もかっこいいんだよ」

　ふと会話が途切れ、車内に沈黙が漂う。雅也との沈黙は不思議と息苦しくはない。

　月に一度会うと言っても、互いに仕事で忙しく、そう新しい話題があるわけではないし、黙々と料理を口に運んでいる時もある。

　二年の付き合いだからわかることだが、前の日に大きい手術や突発的なハプニングが起こると、疲れからか雅也の口数が少なくなる。詳しくは聞かなくともそれくらいは感じとれる。

　美智も担当している患者が亡くなった翌日は、やはり引き摺ってしまう。

　互いにそんな空気がわかるのか、美智の口数が少ない時、雅也はいつもの調子でからかってきたりはしない。

「そういえば、そのキーホルダーなに？　前からついてたっけ？」

　ふと視界に入った、車のキーについた小さな猫のぬいぐるみ。遊び倒されたようにあちこちが毛羽立っている。しかも、絶妙な不細工さで可愛いとも言えるが、雅也の趣味だとは思えなかった。

　何度か車で送ってもらったことがあるが、以前はキーホルダーなどついていなかった気がする。

「ああ、小児病棟にいる患者にもらったんだが、子どもたちの間で流行ってるらしい。アニメを観てみたけど、俺には面白さがわからなかった」

「アニメ？　観るんだ……」

　意外すぎてどう返していいのやら。

　たしかに、患者の好きな話で興味を引かせ、その隙に点滴のルートを取ったり、採血をしたりする看護師はいる。美智もその一人だ。大人でも注射を苦手とする患者は多い。

　しかし雅也にそんなイメージはかけらも持っていなかった。淡々と事務的に仕事をこなすのだと、そう思っていた。

　もしかしたら、患者に対しては優しいところもあるのかもしれない。

　ほんの少しだけ、そんな彼を見てみたいような気がした。










二











　六月上旬──美智は、今日から希世きせい総合医療センターの小児病棟で働くことになった。

　五階建ての建物は、二年ほど前に改装が行われ近代的な美術館のような造りになっていた。正面は壁一面がガラス窓という開放的なデザインで、ロビーはまるでホテルのフロントのようだった。

　美智に転職の話があったのは二ヶ月前のことだ。

　いつかは専門的な知識を要する総合病院で、小児病棟の看護師になりたいと思っていた。

　家からほど近い総合病院でスタッフを急募しているという話を看護師長から聞き、迷う理由は一切なく転職を決めた。

　薄桃色の新しい制服に腕を通し、嗅ぎ慣れた匂いのするスタッフステーションに立つ。

「国立病院で七年勤務しておりました。奈良橋美智です。小児病棟を担当するのは初めてなので、わからないことばかりでご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、よろしくお願いいたします」

　早朝シフトに入っているスタッフから拍手が送られて数秒後、朝六時という早い時間にもかかわらず、あちらこちらから泣き声が聞こえ、ナースコールが鳴り響いた。

「うちでは病室ごとに看護師が配置されるの。四人部屋が十、個室が三ね。ただ詰所に近い七番から八番は重篤な症状を持った患者さんだから、四人部屋でも二名の看護師がつくことになるわ。普段日勤は八時からなんだけど、朝はもう猫の手も借りたいほどだったし、夜勤は人も少ないから今のうちに学んでね」

　上出かみでと名乗った看護師は、テキパキと手を動かしながら告げた。

　多分、美智と同年代だろう。パンツスタイルの制服を着込み、臨戦態勢といった風に見える。

「はい、よろしくお願いします」

　その数分後には、美智も上出の言う〝猫の手も借りたい〟という言葉の意味を明確に理解していた。

「陽ようくん！　まだ歩いちゃダメって言われてるでしょっ！」「おトイレに行く時は看護師さんと一緒っ！」などと看護師たちの声が病棟内に響き渡る。

「すごいですね……」

　驚愕し呟くと、上出が頷きながら答えた。

「入院患者の見舞い時間は朝の十時からって決まってるから、保護者が来るまでは目を離さないでね。とくにベッドの柵を上げ忘れてその場を離れるのは厳禁よ。大人とは違うから、どれだけ言い聞かせていてもベッドをよじ登って落ちる子もいるし、点滴を抜いちゃう子もいる、走り回る子もいる。でも、走り回れるって私たちにとっては喜びなんだけどね。そうじゃない患者さんもたくさんいるから」

「そうですね」

「朝七時頃から医師の回診があるから、それまでに検温とオムツ替え、点滴準備を終わらせておきましょう」

　医師の回診の間に食事介助の準備を終えなければならない。アレルギー食、離乳食、間違いがないか人数分確認をする。申し送り用にメモを取る暇すらない。

　鍵のかかった小児病棟のドアが開き、十数名の各科の医師が姿を見せる。その中によく知った顔を見つけて、思わず上出の後ろに隠れてしまった。上出の訝しげな視線が痛い。

（なんで……ここにっ）

　初めて会った際、彼が働いている病院はここではなかったはずだ。けれど、よくよく思い出してみれば、希世総合医療センターと系列の病院で。

（いつのまに異動してたのよ……同じとこで働くとかっ）

　転職したことを初日から早々に後悔してしまう。やっと宿望が叶ったと鋭意努力を決意したばかりだというのに。

「奈良橋さん？　何してるの？　先生たちにも挨拶して」

（ちょっと、勘弁してよ……もう）

「あ、はい……」

　上出の後ろから一歩横にずれて顔を出すと、ばっちりこちらを見ていた雅也と目が合ってしまった。

「美智？」

　驚いた顔で名前を呼ばれて、必死で笑みを浮かべようとしているのに、口元が引きつってしまう。

　普段お前としか呼ばないくせにと周囲にバレないように目を細めると、外科部長の後ろにいた雅也が笑いを噛み殺した顔をしていることに気付いた。

「あれ、城戸口先生と知り合い？」

　本当のことを言うわけにはいかない。すぐにバレる嘘をつきたくはないが、どうしたらいいのだろう。

　頭を悩ませていると、上出に向かって穏やかな笑みを浮かべた雅也が口を開いた。

「ああ、彼女と俺は許婚の関係で。先週食事をしたばかりなんですが、ここで働くの今日からだったのか」

　あんた何言ってんのっ？　──そう口から出かかって言葉を飲み込む。

「許婚っ？」

　転職したことを雅也には言っていない。それなのに、彼はまるで知っていたかのように驚きを見せることなくスラスラと答えていた。




　勤務初日から散々だ。

　今日一日で〝城戸口先生の許婚〟と周知する羽目になってしまった。

　どっと疲れが押し寄せた。日勤を終えて帰る頃には、慣れない場所での緊張も相まってか身体中が重く頭まで痛む。

　こめかみをグリグリ押して痛みを散らしていると、鞄に入れたスマートフォンが振動し着信を告げた。

　スマートフォンに表示された名前を見て、ますます頭痛がひどくなりそうだ。けれど、一言二言文句を言わなければ気が済まなかった。

「許婚の城戸口先生？　何か？」

『ようやく許婚と認めるようになったか。いいことだな』

　嫌味すら通じないことに怒りがこみ上げてくる。やはり切ってやろうかと画面に手を伸ばすと『おい、切るなよ』と慌てたような声が電話の向こうから聞こえてきた。

「一看護師の私じゃなくても、同僚の先生からもおモテになるみたいですし、さっさと結婚したらどうですか？」

　どうしてこんな顔だけの男がと信じられない思いだが、雅也は看護師のみならず女性医師からも評判がいい。

　美智が配属一日目にしてそれを知り得たのは、同僚看護師が病院での雅也について、聞いてもいないのにあれこれと教えてくれたからだ。

　医師だろうが看護師だろうが、雅也ならば選びたい放題だろう。

　母には申し訳ないが、さすがに雅也に相手がいると知れば諦めもつくはずだ。まさか次の許婚が用意されているわけでもあるまいし。

『妬いてるのか？』

「まさか……っ。どれだけ自惚れてるの？」

『ふっ、まぁいい。そのままそこで待ってろ』

　こちらの話を一切聞かずに電話は切られてしまった。そこでと言われても、美智がどこにいるかなどわかるはずもないだろうに。

（え……だから、なんで私待ってんの？）

　当たり前のように従業員出入り口の脇で待ってしまっている自分に驚いた。途端に恥ずかしくなって、歩みを進めようとすると背後から肩を叩かれる。

「きゃぁっ」

「おい、ずいぶんだな。人を変質者みたいに」

「びっくりしたぁ……っ。背後から近づいてこないでよ！」

「はいはい。時間もないことだし、さっさと行くぞ」

　グイと強引に腕を引かれて、ふいに頬が赤らんだ。別に手を繋いでいるわけでもないのに、何を意識しているのだろう。

　雅也に連れていかれた先は、セルフサービスのカフェだった。

　病院近くにはコンビニ、ファミリーレストランなどがあるが、同じカフェが病院内にも入っている。わざわざ外に出てまでこちらのカフェに来る病院関係者はいない。

「コーヒーが飲みたいなら、病院の中でもよかったんじゃないの？」

「話があるからここにしたんだよ。決まってるだろ」

「話って？」

「お前は俺に飯も食わせない気か？　朝から何も食ってないんだ。とりあえず付き合え」

　どれだけ雅也が忙しくしているか、ほかの病院で働いていた美智にもわかる。

　朝の回診が終わったら午前の外来、午後の外来と続く。その後にまた入院患者の回診があり、休む暇はほとんどない。

　手術日は決められているといっても、担当患者の急変などで緊急手術になることも珍しくはない。

　急患でも運びこまれた日には、こうして休憩を取ることすらできないだろう。

「疲れてるでしょ？　適当にお腹にたまる物買ってくるから、先に行って座取って待ってて」

　美智が言うと、雅也は驚きに目を見開きながらも従った。美智はサンドウィッチ二つと砂糖がたっぷり入っていそうなマフィンを手に取りレジに並ぶ。

　数十分だけでもいいから彼を休ませてあげたいと思うのは、雅也が相手だからではない。病院で働く医師全員に思っていることだ。

　雅也の心配をしているわけでは決してない。

　美智は自分に言い聞かせるように頭の中で唱えると、トレーを片手に席に向かった。

「悪い」

「素直にありがとうって言えないの？　城戸口せんせ」

「ありがとう」

「素直すぎると気持ち悪い……」

　ベッと舌を出して眉を寄せると、どっちだよと彼が笑った。

「いつ呼びだされるかわからないんだから、さっさと食べちゃってよ」

「お前のそれ癖だよな、っていうか職業病か。なかなかゆっくり飯食う暇もないからな」

「二人で食事してても、お母さんたちよりだいぶ早いもんね」

　まだ夕方の五時前だ。とくに空腹というわけではなかったが、雅也へサンドウィッチとマフィンを手渡すと、美智も自分の分を手に取った。

「何に追われてるんだろうな」

「ほんと、休みの日にね」

　他愛のない会話の数分間で食べ終えた雅也は、白衣のポケットから手のひらサイズの小さな箱を取りだしてテーブルの上に置いた。

「何これ？」

　開けてみろと顎をしゃくられ、手に取ったロイヤルブルーの箱を開ける。中にはクッションにはめ込まれた指輪が入っていた。

　箱を目にした時から、もしかしたらアクセサリーの類ではないかと想像していたが、雅也からもらう理由を考えて頭にはクエスチョンマークが浮かぶ。

　誕生日でもないし、そもそも二人の間には記念日を祝うような意識もない。

　冗談かとも思ったが雅也の目は笑っていない。からかうために、こんな物を用意するとも思えなかった。

　中央で輝く、透明度の高い大きなダイアモンドが目を引いた。シンプルで丸みを帯びたデザインながらも、ライン上には小さなダイアモンドが贅沢にあしらわれている。

　ダイヤの価値などわからなくとも、これが数万円で買える安物ではないことはわかった。

「そろそろ、結婚話進めるぞ」

　困惑し、返す言葉に困っていると、唐突に声がかけられた。

「はぁっ？」

　美智には恋人がいる──と雅也は思っているはずだ。けれど、そんなことは意にも介していないのか淡々と話が進む。

「男関係清算しておけよ？　まぁ、お前の母親曰く、ここ数年彼氏がいたなんて話は聞いたことがないらしいが」

「お母さんに聞いたのっ？」

「当たり前だろうが。ほかの男と二股なんて俺は御免なんだよ。俺に不満があるなんて言わせない」

（いやいや、不満だらけなんですけど！）

　恥ずかしげもなくそんなセリフを吐けるぐらいには、自分がいい男であると知っているのだ。傲慢な物言いに眉を寄せた。

　それなのに、ドラマのようにリングケースに入った指輪を差しだされ、胸をときめかせている自分にも腹が立ってならない。

　聞き慣れた電子音がテーブルの上で音を立てる。どうやらタイムリミットが来たらしい。雅也はワンコール待たずに電話を取り「すぐ行きます」とだけ言って通話を終えた。

「ちょっとは休めたの？」

「ああ、残念だがまた明日」

　ポンと肩に手を置かれて、不思議とじんわりと胸が温かくなった。急いでカフェを後にする雅也の背中を見つめながら唇を噛みしめる。

（残念とか思ってないくせに！）

　今まで雅也の言動にこんなにも落ち着かなくなることなどなかった。

　許婚と言っても形ばかりで、本当に雅也との結婚を考える日が来るなど思ってもみなかった。

　どうしていいのかわからずに、テーブルに置いたままのロイヤルブルーの箱を手に取って眺めみる。

（これ、本当に……？）

　雅也の言葉をすべて信じられるかと言えば嘘になる。今までの自分たちの関係性を考えると、雅也サイドに結婚しなければならない事情ができたと考える方がまだ頷けた。

（結婚しなければならないって、どんな事情よ）

　自身の考えに呆れてしまうが、それ以外に納得できる解釈がなかった。

（まさか、私のこと好きとか？　いやいや、それだけはないわ……）

　今までを振り返っても、好きな相手を前にしているとは思えない言動ばかりだ。

　早く彼氏と結婚しろと言いながら、自分たちの結婚話を進めるという。意味がわからないし、信じられるはずもない。

（どういうことよ……）

　美智は、左手の薬指に磨き上げられた指輪をはめてみる。どの角度から見てもその輝きは美しい。

（結婚か……いやいや……結婚なんかしないから！）

　指輪を抜こうとして手が止まった。

　雅也のことは嫌いだ。

　美形すぎて見惚れてしまうことはあっても、それだけだ。

（好きになんて……ならない）

　口を開けば喧嘩ばかりの自分たちが結婚し、同じ空間で生活し始めて上手くいくとは到底思えない。朝起きて喧嘩、職場で喧嘩、夜寝る前に喧嘩がオチだ。

（そんなのわかってる。なのに、なんで悩んでるの……私）

　違う、そうではない。結婚するかどうかに悩んでいるわけではない。

　どうやって断ろうかと悩んでいるはずだ。

　今日は勤務初日で疲れている。帰って風呂にでも入ってから、ゆっくり考えようと、今度こそ指輪を外してリングケースにしまった。
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　──翌日。

　十六時半に申し送りが終わり、今日の業務は終了だ。昨夜はいろいろと考えすぎてよく眠れなかった。仕事中は忙しさから眠さなど忘れてしまえるが、引き継ぎの時間になると途端に気が緩む。

　同僚にお疲れ様でしたと声をかけ更衣室へと向かう途中、眉を寄せ厳しい顔をした雅也が前から歩いてきた。

「お疲れ様で……って、ちょっと何っ？」

　無言のまま急に腕を引かれて、困惑したまま雅也に引っ張られる形で歩く。

（え、なに……怒ってる？）

　何かしただろうかと思い返してみても、昨日指輪を受け取った以外で思い当たることは何もない。

　患者やほかのスタッフの目もある。こんな場所で喧嘩腰に聞くわけにもいかず、黙ったまま雅也の後をついていった。

　当直医が休憩に使う仮眠室のドアが開けられて、強引な動作で中へと押し込まれる。

　いい加減に堪忍袋の緒が切れそうだ。もう声を出してもいいだろうと口を開きかけると、急に雅也の身体がふらついて咄嗟に身体を支えた。

　正面から受け止めてホッとしたのもつかの間、今までにない距離感に胸が激しく音を立て始めた。

　鼻を掠める消毒薬の匂いは自分と同じはずなのに、清潔そうなボディーソープの香りが混じって落ち着かなくなってしまう。

「ちょっ、なに……なんなのっ？」

「悪い。ちょっとだけ……昨日急患が入って、寝てないんだ。今ようやく最後の手術が終わったから……」

「お、重いっ……ぐ……」

　胸の中に頭ごと閉じ込められて腕が回される。ギュッと抱きしめられたかと思えば、全体重がのしかかってきた。さすがに一八〇を超える大男を女一人で支えることはできない。

　真後ろにあるベッドに後ろ様に倒れこめば何とか寝かせることはできそうだが、このままでは自分も一緒に寝る羽目になってしまう。

「ど、いて……って」

　腕を必死に突っ張るものの、立ったままうつらうつらしているのか、一向に腕の力は緩まない。

　仕方ないとため息を一つ吐いて、ゆっくりとベッドに腰かけたつもりだった。──が、勢いがつきすぎてしまい、壁に頭を強打しながらベッドに倒れこんだ。

「……った～。私に何かあったらちゃんと責任取ってよね！」

「取るに決まってんだろ……もう寝る……」

「はっ？　寝る、じゃないわよ！　起きてるならどいて！　私もう帰るとこなのっ！」

　身体に巻きついたままの腕を解こうともがくが、がっしりとホールドされていて身動き一つ取れない。

　彼の端正な顔がすぐ近くにあった。何かの病気を疑いたくなってしまうほど胸がドキドキしていることや、頬が熱くなっていることを知られたくない。どうにか解けないかと身を捩ると、目を瞑ったままの雅也が急に口を開いた。

「うるさいな」

「やっ、な……に……んんっ」

　ちょっと待て。あんた一体何をしてくれてるんだ――頭の中に浮かぶのは雅也への罵詈雑言。

　上から腕を押さえられ、肉厚の唇に塞がれて、本人に言ってやりたい言葉はすべて飲み込まれてしまった。

　雅也の身体は汗ばむほどに熱い。唇を触れ合わせていると、まるで熱が伝染してしまったかのように身体中の血が沸き上がる。

「ふっ、んん……はっ、あ」

　唇を啄ばむように舐められて、たまらずに口を開くと身体以上に熱い舌が口腔内に差し込まれる。

　ぬめった舌が縦横無尽に動き回り、眠りに落ちる直前のように何も考えられなくなってしまう。

「眠さマックスすぎて、やりたくなった。付き合えよ」

　ごめんとか悪いとか、殊勝な言葉を期待していたわけではないけれど、雅也の口から語られた内容は美智には理解不能だ。

（何言ってるの、この男は……）

「ふざけないでよっ……っ、あっ、やっ」

　制服のワンピースを捲り上げられて、ストッキングの上から雅也の手が這うように動いた。予期せぬ刺激に身体がビクンと跳ね上がる。

「その割に反応してる。感度がいいな」

「くすぐったい、だけっ……も、やめっ」

「だからうるさい。それに、夜の回診まで三時間しかないんだ。さっさとやらせて寝かせてくれ」

「んっ」

　最低だと言い返す間もなく再び唇が塞がれて、性急な手つきでストッキングの中心部が破られた。買ったばかりなのにと雅也の肩をドンと叩くと、下着の上を探るように指が動く。

　ぴったりと閉じた陰唇を割れ目に沿って、雅也の太い指が這った。

「んんっ、ふぁっ……そ、こ……やっ、ダメ」

「可愛い声が廊下に聞こえるぞ。そろそろ交代の時間だろ？　更衣室に行く同僚に聞かれてもいいのか？」

　そんなことを言うなら、さっさとどいてくれと言いたい。雅也はやめるつもりはないのか、胸元のボタンを器用な手つきで次々と外していく。

　眉を寄せ雅也を睨んでも効果はない。意に介した様子も、悪びれることもなく胸元が露わにされた。

「ここ、触ってみたいってずっと思ってた」

　中に着ていたキャミソールを捲り上げられて、柔らかな胸の膨らみに直接触れられる。制服は腰のあたりでまとめられ胸元は露出しているし、ストッキングの中心部も裂けている。こんな格好を誰かに見られたら言い訳のしようもない。

「誰か来たらどうすんのっ」

「鍵はかけた。誰も来ない」

　熱を持った雅也の手が乳房を揉みしだく。上から下へと揺さぶられ、背中に甘い痺れがジンと走った。

（感じたくなんか……ないのにっ）

　乳輪ごと抓られて指と指で先端に刺激を与えられると、柔らかかった乳首がたちまちプツっと腫れてくる。下肢はジンジンと疼き、ストッキングの破られた穴から見える下着はしっとりと濡れていた。

「尖ってきた」

「言うなっ、ばか」

　掴まれていた腕が解放されて、本当に嫌だと思えば逃げられるはずだ。それなのに、どうしてされるがままになっているのだろう。

　雅也の黒髪が鎖骨に触れる。たったそれだけの刺激で誘うように甘い声が漏れた。

「ふっ、ん……」

　グッと唇を噛んで堪えると、ぬめって生温かい舌に乳首を舐めまわされて、どうしようもないほどの歯痒さが全身を駆け巡る。

「はっ、あぁ……舐めちゃ、やっ」

　淫らに濡れる場所を触ってほしくて仕方がない。無意識に腰が揺れて誘うように擦りつけてしまう。

「下着が染みになってる……やらしいな」

　熱い息が敏感に立ち上がった頂にかかり、身体はますます熱を帯びていく。乳首を舌先で捉えたまま、ツッと下肢の割れ目をなぞられた瞬間、陰道がきゅうっと収縮し中から蜜が溢れてくるのがわかった。

「やぁぁっ」

「触ってほしくて仕方がないんだろ？」

　口の中で赤く色づいた実を舐られて、布一枚隔てたまま下肢を弄られる。焦れったいばかりの快感にどうにかなってしまいそうだった。直接触ってほしくて堪らなかった。

「ちがっ……違う」

　違うと首を振りながらも、口元からは艶めかしい喘ぎ声ばかりが漏れる。

「嘘つき」

　フッと雅也が笑ったのがわかった。

　恥ずかしさで全身が真っ赤に染まる。

　大嫌いなはずの男にこうまでされて、嫌なはずなのに拒めなくて、自分が大嫌いになりそうだ。

　それでも「違う」と繰り返し首を振ると、雅也の目が切なげに細められる。

（どうして、そんな顔するのよ……）

　絆されたりするものかと目に力を込めているつもりでも、次から次へと迫りくる快感に為すすべがない。下着の隙間から手が差し入れられて、濡れた秘部に指がそっと触れた。

「あっん、はぁっ」

　ぬぷっと身体の中で音がした。それが耳に届いていたものか、身体に響いた水音かはわからないが、痛みもなく奥へと入っていく。

「狭い……ずいぶんしてないみたいだ」

　当たり前だ。

　付き合っていた相手と何度か身体の関係を持ったが、あれから二年近くが経つ。

　雅也に告げられるはずもなく押し黙っていると、ゆるゆると指を動かされて、内壁を拡げるようにかき混ぜられる。

「あっ、あぁっ……そこ、しちゃ、やぁっ」

　浅い場所を念入りにほぐされ、淫らな蜜が溢れ下着が冷たく湿っていく。

　雅也の手を濡らしていると知れば、いたたまれなさに涙が浮かんでくる。

　いつのまにか指が増やされて、圧迫感も先ほどの比ではない。頭の奥が霞がかり何も考えられなくなる。

　ただただ彼の指に翻弄され、身体が開かれていく。

「そろそろいいか……」

　硬い切っ先を充てがわれて、気遣うようにゆっくりと中が押し拡げられた。

　自分の意思とは裏腹に身体は悦びの声を上げた。

「あっ、ん……入っちゃ……奥、やっ」

「く……っ」

　ずぶずぶと奥が拡げられて、みっちりと雅也の性器で埋め尽くされる。

　苦しげに吐きだされる息が聞こえ、真っ直ぐに美智を見つめる雅也の顎から汗が伝い胸元にポタリと落ちた。

（余裕ない顔なんて初めて見た。っていうか、そんなに見つめないでよ……）

　パッと目を逸らすものの、どこを見ていいかわからず彷徨った結果、繋がったままの下肢に視線が動いてしまった。

　まだ半分ほどしか挿れられていない。美智の身体を傷つけないようにと、労ってくれているのかもしれない。

　少しずつ腰を動かしながら、奥へと進んでいる。

（いつも横暴だし、意地悪なくせに……バカみたい……）

　雅也の背中に腕を回す。さっさと動いて出して、疲れているのだから眠ってしまえばいいのに。

「痛くてもいいから……早くして」

　甘えるような言葉が出たのは、拗ねた胸の内があったのかもしれない。私のことを好きでもないくせに──と。

「……っ」

　腰を抱えられて、一度ギリギリまで引き抜かれると、今度は激しく奥を穿たれる。

「あっ、あぁぁっ、やぁっん、激しっ……」

「お前が悪い……っ」

　ぬちゅぬちゅと引っ切りなしに水音を立てて、猛々しい欲望が抜き挿しされる。

　上から重力のままに腰を打ちつけられると、全身が蕩けてしまいそうなほど気持ちよく、自分の声とは思えない淫らな嬌声ばかりが口を継いで出てしまう。

「ひぁっ、あぁん、もっ、気持ちい……っ、はぁ」

「俺も……っ」

　最奥を穿たれて、ジンと全身に甘い痺れが走った。擦られるたびに溢れる蜜が履いたままのストッキングに染みていく。

　鉄パイプの安物のベッドがギシギシと軋んだ音を立てた。

　二人分の荒く吐きだされる呼吸を飲み込むように、どちらからともなく口づけた。

「んん、んっ……ふっ、んん～っ」

　愉悦の波が押し寄せて身体が求めるままに、欲望を締めつけてしまう。

　頭の中が真っ白になりどこかへと落ちていく最中、身体の中で何かが弾けた。ジュッと熱い飛沫が広がり、身体に残ったのは心地よい倦怠感だけだった。

　ぐったりと身体を横たえる雅也は、もう本当に限界だったのだろう。疲れきった表情は普段彼が感じている重圧の大きさを物語っているようだ。

（少しでも、眠れればいいけど……）

　身支度を終えた美智は雅也の身体に毛布をかけた。

「でも、疲れすぎて眠れないからって、許婚襲っちゃだめでしょ……バーカ」

　癖のない真っ直ぐの髪をかき上げ、雅也の額へと唇を寄せる。

　強引に抱かれたはずなのに、雅也を恨んだり憎んだりする気持ちにはなれなかった。

　むしろ、普段は隠されている彼の本質に触れた気がした。頼ってくれたのかと思えば、不思議と嬉しさすらある。

　その時、眉根を寄せた雅也の口から、苦しげな息が吐きだされた。

「み……く……っ、ごめん……」

　絞りだすような声は誰かの名前を呼んでいる。眠っているのに、その誰かを愛おしむような表情に、胸が張り裂けそうになった。

（誰……？　みくって）

　好きな人がいるならば、さっさと結婚してしまえばいい。

　自分たちは許婚とはいえ不確かな関係だ。

　怒る理由などないのに、なぜか裏切られたような気がした。
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　雅也からもらった指輪はずっと鞄の奥底にしまわれている。

　こんな時、指輪をつけて仕事ができないことに安堵してしまう。

　もらった指輪をつければ結婚を了承したかのようで、つけなければ結婚の意思はないのだと思われそうで怖かった。仕事柄指輪はできないと言い訳をして、問題をあやふやなまま先延ばしにしているにすぎない。

　それに、あの時名前を呼んだ誰かは、雅也が本当に結婚したい相手ではないのか。夢にまで見るほど、好きな相手ではないのか。

　前にも後ろにも進めずに、自分の気持ちもよくわからなかった。

　身体の関係を持ったからといって、心を許しているとは限らない。頼ってくれただなんて、きっと気のせいだ。

　あの時、彼はひどく疲れていたし、多分そういう慰めが必要だったのだろう。

「奈良橋さん、そろそろ昼食が運ばれてくるから。食事介助の準備しましょう」

　電子カルテへの入力を済ませると、入浴介助から戻った上出に声をかけられた。

　雅也のことばかり考えている場合ではない。仕事にミスがあったらすみませんでは済まされないのだから。

「はい。そういえば、陽くんの歩く許可、先生からまだ出てませんよね？　傷口の痛みがなくなったからか元気いっぱいで……お母さんからまだ座ったままでいなきゃダメですかって聞かれたんです」

　田伏たぶせ陽ようは脳神経外科の患者だ。九歳にして幾度も大きな手術を経験し、そのたびに長い入院生活を余儀なくされている。

　ここはそんな患者で溢れているから珍しいことではないが、患者やその家族のＱＯＬ（quality of life）を向上させるのも看護師の仕事である。

「じゃあ、担当医の城戸口先生に電話して聞いてみて。そろそろオーケーでると思うけど」

「わかりました……城戸口先生に……」

　思わず語尾が小さくなると、ニヤリと人の悪い笑みを浮かべながら上出がからかうように耳元で囁いた。

「なに？　喧嘩でもしたの？」

（そういえば……バレてるんだった……）

「ちっ、違います！」

「まさか、奈良橋さんと婚約中とはね～。今までどんな美人が誘惑しても落ちなかったのよ。あまりに鉄壁のガードなんで、ゲイ疑惑まで浮上してたわ」

「ほかの人からもいろいろ聞かされましたけど、本当にそんなにモテるんですか？　城戸口先生って」

　雅也のどこをそんなに好きになるのだろう。意地悪だし、からかってばかりだし、疲れてムラムラしたからって病院で許婚を襲うような男ですよ、と教えてあげたい。

「顔よし、年収よし、家柄よしだけど、それだけじゃなくて医者にありがちな高圧的な態度もないし、誰に対しても丁寧だしね。それに、若い新米看護師が当直の城戸口先生に身体使って迫ったら〝君の血管は太くて採血の練習相手にちょうどよさそうだな〟って言われたんだって。駆血のゴム出されて逃げたらしいわ。告白にだって律儀に応じてるけど、今までオーケーもらえた人はいないって聞くし。あんなにかっこいいのに、浮気一つしない真面目な男よ？　みんな遊びとかじゃなくて、本気で狙ってるわよ」

　よくそこまで情報が出てくるものだと呆気に取られてしまう。しかし、それだけモテるのに浮いた話の一つもないのはどうしてだろう。

　許婚がいるからといっても拘束力はないはずで、美智とて、もし好きになった相手がいたら、雅也に遠慮などしなかったと思う。

（たまたま、この病院に好きになれる相手がいなかった……とか？）

「嬉しそうね～。奈良橋さん」

「はっ？　いえ……そんなわけっ」

（別に嬉しくなんてない……っ。私に遠慮してほかの人と付き合わなかったわけじゃない。きっと好みじゃなかったとか、そんなところでしょ）

　では、仮眠室で求められた自分は、雅也の好みに当てはまったのだろうか。それとも、あの時は誰が相手でも同じことをした？

　胸に仄暗い感情が芽生える。

　あの時、抱かれていたのが自分ではなかったら──？

　夢の中で呼んでいた〝ミク〟だったら──？

　それでも、結婚しようと雅也は言ってくれただろうか。

　これは、自分にとって歓迎できる事態のはずだ。別の誰かと雅也が結婚してくれれば、この関係はなかったことになる。雅也に好きな人がいるなら、こんな関係早々に終わりにしたっていい。

　そう思えば思うほど、なぜか心のモヤモヤは晴れなかった。

「あ、もう昼食来たわよ。私やっておくから城戸口先生に今電話して聞いてみて！」

　上出の切り替えの早さには驚かされる。

　胸に残る燻りを忘れたいのに、雅也のことばかり頭に浮かぶ。

「はい」

　美智はスタッフステーションに戻り、雅也の院内専用のＰＨＳに電話をかけた。仕事だと考えていても、どうしたって意識してしまう。

『はい。城戸口です』

「小児、奈良橋です。田伏陽くんですが、今車椅子で端座位たんざいの指示が出てるんですけど、そろそろ立位りついにしても大丈夫か確認させてください。本人も歩きたがっていて」

『わかった。今夜回診行った時判断するから、少し待っててくれ』

「はい、わかりました」

　緊張していたのは自分だけだったのか、何事もなかったかのように電話は呆気なく切られた。

「忙しかったのかな……」

　独り言が虚しく響く。

　先日の弁解を求めていたわけでも、言い訳が聞きたかったわけでもない。けれど、これではまるで、雅也ともう少し話していたかったみたいだ。

（そういうんじゃないから……）

　昼食の準備をしようと各部屋に声をかけていく。介助が必要な患者を車椅子でプレイルームに集め、忙しさで気を紛らわした。

　仕事が終わる十六時半になっても、偶然雅也と顔を合わせることもなく、安堵の思いで息を漏らした。

　今は、どんな顔をして会っていいかわからない。

　それなのに、事あるごとに彼の顔ばかりが頭に浮かんでしまう。集中しなければと思うほど、彼の声や言葉を思い出してしまった。

　投薬の量を間違えでもしたら、子どもたちを命の危険に晒してしまう。

　考え事をしていてミスをしたなど許されない。今日一日が何事もなく終わったことに美智は心底安堵した。

　女子更衣室で着替えていると、以前に勤めていた病院の同僚看護師からメールが入った。

　日勤シフトの日にでも飲みに行かないかという誘いだった。

　辞めてからまだ数週間しか経っていないのに、ずいぶんと懐かしい気がする。

（ちょっと……飲みにでも行って発散した方がいいかも……）

　参加すると返信して、スマートフォンを鞄にしまった。

　今までは、雅也の顔をひと月に一度見る程度、それも数時間だけの付き合いだった。

　けれど、同じ病院で働くようになって、病棟ですれ違うこともあれば、患者のことで連絡を取らなければならないこともある。ほとんど毎日顔を見るようになって、情が湧いてきているのかもしれない。

（恋愛感情を抱くようなことはあり得ないけど……）

　仕事のことばかりで、昔の恋人と別れてから誰かを好きになったことはない。

　一番近くにいる男性で思い浮かべられるのは、ここ数年雅也になってしまっている。

（私も少しは出会いを求めた方がいいのかもしれない）

　とはいえ、友人に飲み会を開いてもらうのも面倒だ。まず土曜日か日曜日を飲み会のために確保しなければならないし、運良く男性から声がかかったとしても、同じ失敗を繰り返す気がする。

（あ、でも……）

　同じ病院で働いていたあの人だけは、ほかの人とは違っていた。
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　気分転換にちょうどよかった。

　以前に働いていた病院近くの創作料理の居酒屋に着いたのは、待ち合わせ五分前。時計を見て店内へと入ると、奥の座敷から何名かの知った声が聞こえてきた。

「お疲れ様です～」

「みっちゃん！　なんか、久しぶりって感じがする。まだひと月ぐらいしか経ってないのに……寂しいよぉ～」

　美智を見るなり涙を浮かべる同僚は、同期入職の中井なかい優ゆうだ。

　同じ病棟で働いていたため、シフトが一緒の時は頻繁に食事に行っていた。ほかのメンバーも口々に久しぶりと声をかけてくれた。

「優～！　顔見るだけで癒やされる……」

「もうっ、何言ってんの。なんてね、私もだよ。早く座って」

　優の隣に腰かけると誰かが頼んでおいてくれたらしいビールが運ばれてきた。

「じゃあ、あらためて乾杯！」

　グラスを上げて乾杯の声でビールを煽った。

　新しい職場ではまだ飲みに行くほど仲のいい同僚はできていないため、こうして気の置けないメンバーとの飲み会は久しぶりで楽しい。

「そういえばさ、許婚と病院が一緒だったって言ってたけどどうなの？　そこから本当の恋が始まっちゃったりしないわけ？」

　運ばれてきた料理を皿に取り分けながら優が聞いた。優にだけは、雅也との関係も互いに気持ちがないことも話してある。

「し……しない、しない！　今さらでしょ、そんなの……」

　否定の言葉を口にしながらも、結婚の話を進めると言った雅也の言葉が思い起こされた。

「たしかに、最初から気が合わないってどうしようもないよね。女同士だってあるし、そういうの。あ、じゃあ藤田ふじた先生は？　こっちにいた時、結構いい感じじゃなかった？」

「なに？　俺の話？」

　隣に気配を感じ振り向けば、今来たばかりなのか羽織っていたジャケットを脱ぎ、ハンガーにかけている藤田の姿があった。

　藤田は、美智が新人の頃から世話になっている内科の男性医師だ。指示の出し方も丁寧で、話しやすい雰囲気があり美智もいろいろと相談に乗ってもらったこともあった。

　背が高く細身ながらも、当直医を積極的にこなしていたし、日曜日に担当患者から呼びだされても嫌な顔一つしなかった。

　眼鏡をかけているからか真面目で潔癖な印象はあるが、大勢で遊ぶのも好きらしく、同僚の飲み会でも会うことは多かった。

　当直明けであっても平然として、その体力はどこからくるのかと尊敬するばかりだ。

「藤田先生！　今日は早いですね」

　優が言うように、八時という早い時間に勤務が終わることは滅多にない。珍しく何事もなく業務を終えることができたのだろう。

「奈良橋が来るっていうから。会いたいと思って」

「私にですかっ？」

「そうだよ。ほかに誰がいるの」

　藤田の言葉に、隣で優がニヤリと口角を上げたのがわかった。トンと肘で突かれる。

　言いたいことはわかるが、空世辞を真に受けるほど自惚れてはいない。

「で、どう？　希世総合医療センターは。小児病棟なんだっけ？」

「はい、勉強させてもらってます」

「奈良橋は患者に入れ込むタイプだからな。子どもだと、大人以上に割り切れないこともあるだろ？」

「そうですね……なかなか。大人でも子どもでも、仕事だと割り切るのはまだ難しいですけど」

　病棟ナースとして働き始めたばかりの頃、担当していた入院患者が亡くなった。

　初めて触れる人の死に、もっと看護師としてできることはあったのではないかと後悔ばかりで、涙が止まらなかった。

　そんな時、それでもいいと言ってくれたのが藤田だった。

　先輩看護師は「いつか慣れる」と言ったものだが、美智には無理だった。仕事だと割り切ることができずに何日も引き摺ってしまっていた。

「そういう看護師が一人ぐらいいてもいいんじゃない？　俺たちは自分の感情を切り離していないと判断が鈍るから、つい事務的になりがちだけど、家族に寄り添うのも看護師の仕事だし」

「藤田先生、私が新人の頃にも同じこと言ってくれましたね」

「そうだった？」

　泣いてもいいのだと言われて、患者の家族とわんわんと声を上げて泣いた過去を思い出すのは恥ずかしいが、あの時の自分が救われたのも事実だ。

（こういう人なら……好きになれるのかな……）

　恋愛感情であるかどうかはわからない。

　そもそも、誰かを好きになる感情がどういうものかすら、わからなくなってしまった。

　けれど、藤田のことは好きか嫌いかといえば好きだし、尊敬もしている。

　雅也のように、美智をバカにしたような態度は決して取らない。さっさとやらせろ、なんてことは絶対に言わないだろうし、誰かの代わりにもしないだろう。

　自分と雅也の歪な関係よりも、よほどしっくりくる。

「どうしたの？　顔が赤い」

　雅也との情事を思い出して頬が赤らんでしまったらしい。

　顔を覗き込まれて、どう誤魔化せばいいかもわからず俯くと、伸びてきた手に頬を撫でられて、全身が総毛立った。

「な、なんですか……？」

　思わず距離を取り顔を上げると、眼前に藤田の顔が近づいていて肩がビクリと震えた。

「帰り、家まで送るよ。奈良橋だけ特別な」

　耳元で囁かれて、藤田の息が顔にかかり生理的嫌悪感に気持ちが悪くなった。

　どうしてこんな気持ちになるのだろう。

　藤田を好きになるのなら、この程度のことはなんでもないはずなのに。

「お願いします……」

　頭を下げた自分の顔が青ざめていることに気づく余裕はなかった。

　優が気を利かせてくれたのだろう。二次会に行くというほかのメンバーに挨拶すると、皆一様にわかったような顔をして藤田と美智を見送った。

　藤田であれば好きになれるかもしれないと、そう思ったばかりなのに、何度も名残り惜しむように振り返ってしまう。

　誰か、用事があるから待ってと引き止めてはくれないかと期待してしまう。

「家、結構遠かったよね？」

「はい……電車だと一時間半ぐらいかかるので。あの、申し訳ないですし、近くの駅までで大丈夫ですよ？」

「いや、むしろラッキーと思ってるんだけど」

「はっ？」

「遠ければ、一緒にいられる時間が長くなるだろ？」

　歩きながらキュッと手を握られて、どうしようもなく嫌な気持ちになった。

　優しくしてくれるのに。雅也と話している時のように苛立つこともないのに。

「そう……ですね……」

　藤田の車はツーシートのスポーツカーだった。誰にでもわかる有名な海外ブランドのエンブレムに、何となく雅也と同じでセダンに乗っていそうなイメージが崩れて、自分勝手さに笑えてくる。

（私はなに見定めてんの……）

　こういうタイプだろうと勝手に決めつけて、そうじゃなければ勝手に失望している。

　もしも、藤田が外車ではなく、国産のセダンに乗っていたら好きになれるのか。

　藤田の嫌なところを探し、少しでも見つかったら「この人は違った」とでも言うつもりなのか。

「車だったから、飲んでなかったんですね……」

「ああ。車なら奈良橋とゆっくり話せるかと思って。それに、いつ呼びだされるかわからないから、普段からあまり飲まないようにしてるんだ」

　博識の藤田と話しているのは楽しい。

　病院ではそうだったはずだ。

　それなのに、距離が近づくにつれて、幻滅していく自分がいる。

　伸びてきた手が、肩から腕を辿るように下りていく。

「藤田先生っ……」

　頭の中を埋め尽くしているのは、嫌悪感でしかない。

　この人を好きになれるとは思えなかった。

　運転しながら太ももを撫でる手も、微かに聞こえる荒い息も。

　目に入ってしまった藤田のズボンの膨らみ、すべてが不快でならなかった。

「藤田先生……やめてもらえませんか……すみません」

「その気があるから俺に送られてるんだよね？　それに運転中だ……奈良橋が動いたら、ハンドル操作を誤るかも」

　スカートが捲り上げられて、ストッキングの上を藤田の手が這うように動いた。何をされるかわからない恐怖感が身体を突き抜ける。

　車内という密室だ。

　助けを求め、叫んだとしても周りの車の音にかき消されるだろう。

　藤田はそれがわかった上で、逃げられないよう高速道路に乗ってから触れてきたのだ。

「や……っです」

「嫌がられると、余計に興奮する」

　足の間に手が差し込まれた。

　必死に抗おうとも、自分の命がかかっている状態で本気で暴れるわけにもいかず、恐怖で全身が震え涙が溢れてくる。

　ストッキング越しに下着の上を撫でられる。いやらしい手つきで、美智のいい場所を探り当てようとする。

　運転しながらも、興奮したように指の動きは激しさを増し止まることはない。

「なかなか濡れないな。もしかして不感症？」

「そんなのっ、知りません。ほんとにもう……」

「嫌がると奈良橋の友達が困るんじゃないか？」

「……っ」

　医師よりずっと看護師の立場は弱い。医師の失敗を看護師が被ることも珍しくない。「自分はこう指示を出したはずだ」そう言われてしまえば、こちら側のミスとして処理されてしまう。

「卑怯者っ……」

　こんな男だとは思わなかった。

　新人の頃から優しくて、頼りになる医師だと思っていたのに。

「こっちは部長と使えない研修医に挟まれて休む暇もないんだ。看護師は医者の言いなりになっていればいいんだよ」

　グリグリと力任せに陰核を弄られて、身体中におぞましさと痛みが走った。

「いたっ……」

　もう我慢の限界だった。

　けれど、自分ではどうしようもない。

　のこのこ男の上辺だけを信じて、この人なら好きになれるかもなどと思った自分自身のバカさ加減に呆れてしまう。

　鞄の中に手を入れて、スマートフォンを探した。

　藤田は前を見て運転しているため、こちらの動きには気づいていない。その間に電話をかけた。

（気づいて……お願い……）

　声は聞こえなかったが、祈りが通じたのかスマートフォンの画面に通話中の文字が現れた。

　電話が切れないように鞄の一番上に置いて、美智は口を開いた。

「先生……お願いします。やめてくださいっ」

「ここ触っても濡れないなんて、もしかして処女か？」

「藤田先生に触られたくないだけです！　私が拒否したら、優になにをするつもりなんですかっ？」

「なにって。どうしようかな……とりあえず、病院にいられないようにするかな。ミスして患者死なせたって噂流して、系列のどこの病院でも雇ってもらえないように手を回すのもいいな」

「脅迫ですか……っ」

「まさかっ。下が上に従うのは当然だし、ストレスの溜まった医者のはけ口になるのも看護師の仕事だろ？　っていうか、お前だって飲んでた時はまんざらでもない顔してたよね？　女は男の年収しか見ていない。金があっていい家に住んでる医者っていうスペックが大事なんだよな」

「藤田先生のこと尊敬してただけですっ！　好きになれるかもしれないと思いました……けど、こんなことしない人だって信じてたからです！」

　我慢も限界だった。思いっきり太ももに置かれたままの手を叩くと、舌打ちと共に離れていった。

「次の出口で高速降りて、どこでもいいので止まってください」

「喜んで俺に足を開く女もいるのにな。残念だよ」

　鞄の中のスマートフォンは切られていない。雅也と繋がったままだ。

　そのことに安堵する。

　藤田がどんな行動に出るかわからかったが、意外にも美智が言った通りに車は高速出口に向かい、近くのパーキングに停められた。

「本当に優に嫌がらせするつもりですか？」

「するって言ったら？　その電話の相手にどうにかしてもらうのか？」

　気づいていたのか。

　ならばなぜあんなことを言ったのだろう。すべて聞かれているとわかっていて、挑発するようなことばかり。

「そう睨むなって。しないよ。面倒な揉め事はしたくないんだ。奈良橋を落とせないなら次にいくだけ。お前のこと気に入ってたのは本当だからな」

「じゃあ、どうして……」

「案外強情で腹が立っただけだ。医者なんてなるもんじゃないな。出会いは看護師か患者だけ。身を粉にして働いた金があっても使う時間もない。せっかく相手を見つけたと思えば、こうして期待を裏切られる。あんまり男を弄ばない方がいい。後悔するのは自分だ」

「弄んでなんてっ」

「本当に大事な奴がいるなら、ほかの男に隙を見せるなよ。飲みながら俺のこと見てるお前は、誘ってるようにしか見えなかった。だからあいつらも気を利かせて見送ったんだろ？　ああ、あと録音したデータは消しておいてくれるとありがたい、彼氏に言っといてくれ」

　あたかも自分の行為は美智が誘ったせいだと言わんばかりだ。

　じゃあと片手を上げて、藤田は何事もなかったかのように去っていった。

　一人残されて先ほどの言葉を反芻する。

「本当に大事な奴って……」

　頭に思い浮かぶのは一人しかいなかった。

　それだけはあり得ないと否定し、嫌いな理由を探している。

　とりあえず、関係がないのに巻き込んでしまったことに対しては、礼を言わねばならないだろう。

　繋がったままのスマートフォンを鞄から取りだして、軽く深呼吸する。

「雅也さん？　ごめん……あの、助かっ……」

『お前、今どこにいる？』

　驚くほどの低い声に、肩がビクリと震えた。怒っているのか、それともこの間のように眠いのかはわからない。

「えっと、インターチェンジ近くのパーキングだけど……忙しいのに巻き込んでごめんって……」

『今行くから、そのままそこを動くな』

「はっ？」

　電話は呆気なく切られた。

　もしかしたら心配をかけてしまったのかもしれない。ならば、言われた通りに待っていた方がいいだろう。

　ビルの壁にもたれて雅也を待つ間、彼に対しての言い訳ばかり考えていた。

　十五分ほど待っただろうか。見慣れた雅也の車がパーキングスペースに停まり、助手席の窓が開けられた。

「美智っ！」

　早く来いと顎でしゃくられて、傲慢さにすら胸を高鳴らせている自分に驚いた。

　雅也を巻き込んでしまった責任は自分にある。

　あの時、咄嗟に雅也しか出てこなかった。優に連絡したってよかったはずなのに。

「乗れ」

　目は合わさないまま、語気鋭く言われてしぶしぶ車に乗り込んだ。突然あのような電話をしたことをそんなにも怒っているのだろうか。

　自分の身を守るために仕方がないことだったのに。

　雅也ならば、きっと会話に気づき録音してくれるはずだと思った。口は悪いけれど、ほかの男に襲われそうになっている女性をただ傍観しているような男ではない。

「あの……っ、ごめ」

「男でも漁りに行ってたのか？」

　美智の謝罪に被せるように言葉が発せられた。

　荒々しくはないのに、冷たく感情のこもっていない声から、雅也の怒りが伝わってくる。

「ちがっ」

「何が違う？　好きになりそうだったんだろ？　俺に助けを求めないで、カーセックスでもなんでも好きにしたらいい。自分から誘ったんなら、思っていたのと違ったからといって拒否するなよ。人間一つや二つ欠点はあるだろう。嫌がる女を抱くことで興奮する男だっている」

　雅也の言う通りだ。

　好きになれるかと思った。あの人ならと。

　けれど、どうしても嫌だった。

　雅也に抱かれたあの時とは明らかに違っていた。嫌いだったはずなのに、あの時は拒めなかった。それどころか嬉しかった。

　藤田に触れられた時は、ただ嫌悪感しかなかったのに。

　車は、国道から一本道を逸れた場所にある閉店後のスーパーの駐車場へと入っていった。

「なんで、ここ……」

「人が来なそうだからな」

　平面、屋上合わせて数百台は収納可能な造りになっていて、料金は発生するが二十四時間停められるようだ。

　雅也は迷うことなく屋上の奥まったスペースへと車を走らせた。

　急停車した車内で、シートが勢いよく後ろへと倒される。運転席と助手席がフラットになり、後部座席と繋げると病院にある簡易ベッドよりも広い。

「えっ、ちょ……っ」

「俺は結婚話を進めようと言った。それに対しての答えだったのか？　それを俺に聞かせるつもりだった？　直前で嫌になって、俺に助けを求めたのか？」

　そんなつもりはなかったし、余裕もなかった。

　誰かに助けをと考えて、真っ先に出てきたのが雅也だっただけだ。

　けれど改めて自分の行動を振り返ると、身勝手以外に言葉はない。

　両腕を頭上で一括りに掴まれて、運転席にいた雅也の身体が重くのしかかる。

「だから違うってば……っ、ん」

　唇が塞がれて舌が絡めとられる。

　ジュッと舌が吸われ、溢れる唾液ごと彼の口の中へと飲み込まれてしまった。

「ふっ、う……んんっ……や、あっ」

　逃れようと首を横にずらせば、怒りに満ちた雅也の表情に見つめられて呼吸が止まりそうになった。

（どうして……そんなに怒ってるの……？）

　頭上でまとめられた手に雅也の視線が移った。

　ひどく傷ついた表情で見つめられて、悪いことをしたわけでもないのにきまりが悪い。

「指輪もしてないんだな」

「だって、それはっ」

　雅也の気持ちもわからないのに、結婚の決断などできるはずがない。

　そもそも、初めて会った日、結婚する意思はないと互いに確認し合っている。

（好きな人がいるからそう言ったんでしょ……っ？　なのに、どうして私と）

　夢にまで見る相手がいるのに。

　胸が痛くて堪らない。

　こんな想いをするぐらいなら、あの日──身体を重ねてしまった日、何も知らなければよかった。そもそも、抱かれたりしなければよかった。

「もういい。お前の意見は聞かない」

「何言って……っ、やっ」

　スカートが捲り上げられ、ストッキングが脱がされた。

「この間は疲れてたしな。今日はちゃんと可愛がってやるよ」

　瞳に感情がこもらないまま、口元だけに笑みを浮かべてそう告げられた。

　ひどいことを言われているはずなのに、触れられることに身体は喜びを感じてしまう。

　足首を持ち上げられて、くるぶしへと口づけられた。

　くるぶしからふくらはぎへと舌で舐められて、感じたくなどないのに腰が浮き上がり誘うように身悶える。

「やぁっ……舐めないで……っ」

「藤田って言ったか？　あいつにどこまで触られた？　それとも舐めさせたのか？」

　藤田が運転中であったことは雅也だってわかっているはずだ。それなのに、どうしてそんな意地悪なことを聞いてくるのだろう。

「そ……なこと、されてなっ」

　雅也の舌が太ももの裏側をなぞる。

　柔らかい媚肉を時々強く吸われて、チリっとした痛みが走った。

　そんな痛みでさえも昂りの前兆のようで、腰に甘やかな痺れをもたらした。

「ああ、もう濡らしてるのか。たしかに男を弄ぶに相応しい淫らな身体だな」

　下着が脱がされて、とろりとシートに垂れてしまった蜜をすくい取られる。

　足の間に視線を感じて太ももをギュッと閉じる。

　シートベルトを手にした雅也は、艶めかしく赤い舌が覗く口元を歪ませて笑った。

　嫌な予感が駆け巡り、足元をバタつかせる。

　雅也の手にかかってしまえば、抵抗など何の意味も為さない。強く掴まれた右足がシートベルトに絡められてしまう。

　もがくほどに強く締めつけられて、ベルトで擦られた足首が痛んだ。

「やだぁっ……」

　右足が高く上げられたことで、濡れた秘所を見せつけるように足を開かざるを得ない。後部座席のシートベルトで、両腕さえも真上で縛られてしまった。

　恥辱に苛まれて涙が溢れでる。

「もう……やめて……お願い」

「やめない。わからないなら、身体に教えてやる。俺を簡単に裏切るような許婚にはお仕置きが必要だろ？」

　雅也の考えていることがわからない。好きでもない相手に欲情できる気持ちも、結婚しようと言える気持ちも理解はできない。

　太ももに顔を寄せられて、ピチャっと淫らな音を立てながら舌が膣壁を拡げていく。

　ぬるぬると柔らかい内壁を擦られて気持ちよくて堪らない。正気を保っていられないほどに下肢が蕩けてしまう。

「んんっ、や……あぁぁっ、動かしちゃ、ダメぇっ」

「お前の身体はこんな風に乱暴にされても悦んでるんだよ……舐めても舐めても、溢れてくる。ほら、自分でも味わってみろ」

　とろとろと流れでる蜜を指ですくわれて、閉じていた唇が押し拡げられる。甘酸っぱくいやらしい香りが口の中に充満した。

　強引にされているはずなのに、身体に感じる疼きはひどくなる一方だ。雅也に悦んでいると言われても仕方がないほどに。

「はぁっ、んん、やなの……もっ……雅也さっ」

「美味しいだろ？　もっとちゃんと味わえよ。指でも気持ちよくしてやるから」

　唾液を絡めとりながら、口の中を縦横無尽に指が動く。同時に下肢への愛撫も加わると、苦しくて理性さえも捨ててしまいたいほどの快楽がもたらされる。

「何をしても悦ぶんじゃ、お仕置きにならないな」

「よ、ろこんでなっ……あっ、ん、ふっ」

　キツく閉じた蜜口をこじ開けるようにして、唾液で濡れた二本の指が挿れられた。

「どこがだよ。俺の指、きゅうきゅうに締めつけて、中うねってる……」

　動かされてはいないはずなのに、無意識に指を奥へ飲み込もうとしてしまう。

　あまりの心地よさに腰を捩り身悶えると、より強く指を締めつけてしまい、下腹部の疼きが止まらない。

「指、動かしてほしいんだろ？　かき回して気持ちよくなりたいんだよな？」

「ちがっ……」

「身体の方がよほど素直だ。この間も、お前は俺に抱かれて悦んでいただろ。今だって、口では嫌だと言いながら身体を許している。嫌なのに無理やりされたと思いたいんだよな、お前は。信じたくないんだ、俺のことを好きだと」

　ぐちゅぐちゅと卑猥な水音を立てながら、指が動かされる。雅也の声も耳には入ってこなかった。

「あぁぁっ……あっ、はっ……そ、れやっ」

「そうやって、ずっと否定してろ。お前が何と言おうと離すつもりはないから……」

　蜜口に唇が寄せられて、熱い息が吹きかけられる。

　たったそれだけの刺激で腰が快感に震えてしまう。

　淡い陰毛をかき分けた舌が、尖った芽を探り当てる。まだ柔らかい花芯を口の中に含まれてちゅるっと吸われると、逃れようのない喜悦が背中に走り、あられもない嬌声が止まらない。

「んあぁっ、ひぁ……やめ、て……っ、やだぁっ」

　真っ赤に腫れた花芯が、雅也の口の中で転がされる。

　粘ついた唾液が絡められて舌で擦られてしまうと、感じたくなどないのにますます内壁をくすぐる指を締めつけてしまう。

「やっ、も……おかしくなる……っ、それ、イッちゃうからっ」

　首を左右に振って快感を逃そうにも、脳芯を突き抜けるような快感を断続的に与えられてはどうしようもない。

　ぷちゅぷちゅという耳を塞ぎたいほどの水音が、絶え間なく漏れ聞こえる。

　愛液が結合部で弾け尻を伝い、車のシートを濡らした。自由にならない両腕と片足がもどかしい。

　ただ、ごめんと謝ってくれるだけで、許してしまえるのに。

　抱きしめてもくれない。

　彼が何に怒っているかもわからない。

　切なくて、苦しくて、涙ばかりが溢れてしまう。

「あっ、あっ、あぁっ……もう、だめ……あ、やあぁっ！」

　何も考えられないほどに頭が真っ白になって、両手でシートベルトを強く掴んだ。

　背中が仰け反り身体が硬直すると、内壁が蠢き指を締めつける。

「んっ、はっ……はぁっ」

　腕を引いた衝撃で、巻きついたシートベルトが腕に跡を残すほど強く引かれた。

　達した直後の敏感な身体は、痛みすら快感へと変えてしまう。

　足の間から指が抜かれると、とろりと粘着性のある愛液が漏れでた。たちまち喪失感に襲われ、中が切なげに収縮を繰り返す。

　きっと涙でひどい顔をしているだろう。

　しかし、優しさも労わる言葉もかけられることなく、荒々しい手つきだった。

　謝るどころか、言い訳すらしなかった。

　彼は何の感情もない顔をしていた。

　ズボンの前を拡げるといきり勃った性器が押しつけられる。グッと灼熱の塊が一気に根元まで突き入れられた。

「ああぁっ──！」

　慣らしていても身体を裂かれるような衝撃に、腰が引いてしまう。

　以前に抱かれた時には感じなかった痛みが下肢に走った。疲れや眠さもあったのかもしれないが、あの時の彼は優しかった。美智を傷つけまいとしているのを感じとれた。

　繋がった場所を覗き込むと、赤黒い性器は血管が浮きでるほどに膨れ上がっていた。

「あっ、あっ、おっき……すぎ……っ」

　足を抱えられて腰が打ちつけられる。

　駐車場のライトに照らされて、愛液をまとわりつかせた欲望が濡れて光っている。

　抜き差しされるたびに愛液が弾け飛ぶ、そのあまりに淫猥な光景に息を呑んだ。

「ん、あぁっ……あっ、もうっ」

「ここがいいんだろ？」

　亀頭でゴリゴリと奥深くの襞を擦られて、シートベルトに繋がれた足が引きつったようにピンと張る。

　ますます太い陰茎を締めつけてしまい、暗がりの中、息を詰めた雅也の声が聞こえた。

「く……っ……はっ」

「も……っ、やめて……やめっ……おねが、あぁぁっ」

　最奥ばかりをずんずんと突かれて、あまりの喜悦に目の前が霞がかっていく。いやだ、やめてとうわ言のように繰り返す言葉に意味はない。

　苦しそうに歪められた雅也の表情にどんな意味があるのか、身体を激しく揺さぶられる最中思った。

　彼の心に直接触れられたらいいのに。

　どうして怒っているのか、苦しんでいるのか理解することができるのにと、そればかり考えてしまう。

　締めつけられた両腕の痛みよりもはるかに、張り裂けそうなほどに胸が切なく痛んだ。

　何時間抱かれ続けたのかわからない。

　実際には一時間程度だったのかもしれないが、身体に感じる疲労は指先すら動かすことができないほどだった。

　息をするのも苦しくなって、ずっとシートベルトで吊られていた右足は、太ももの付け根の感覚がない。

　とうにシートベルトは外されていたが、後ろから体勢を変えて何度も貫かれた。

　声を上げすぎて喉がヒリヒリと痛む。

　あれだけ頬を伝った涙は枯れてしまったのか、跡が残るだけだ。

「家に寄れ。シャワーぐらい貸してやる」

　泣き腫らした顔が痛々しかったのか、頭上から優しげな声が聞こえて髪が撫でられた。

「いい……帰る」

　明日が休みでよかった。

　この状態で雅也と病院で顔を合わせたくはない。

　明後日になったら少しは気持ちが落ち着いているという保証はないが、今は何も考えたくはなかった。

　フラットになっていたシートが戻されて、ガクガクと震える足を何とか床へと下ろす。ロックされたドアに手をかけると、運転席へと戻った雅也に腕を掴まれた。カッとして掴まれた腕を振り払う。

「まだ、やりたりないの？」

　発した声はひどく冷たく平坦だった。

　怒っていたわけではない。

　ただただ悲しかった。

　無理やり身体を開くような真似をしなくとも、理由を教えてくれればよかった。

　自分が何か怒らせることをしてしまったのならば、いつもの喧嘩をすればよかったのだ。

　いつだって、言いたいことは口にしてきた、そう思っていたのに。

　彼の気持ちが、まったく理解できなかった。

「俺は……っ」

「忘れてた。これ、返す」

　鞄にずっと入れたままにしてあった、ロイヤルブルーの箱を雅也の膝の上に置いた。

「俺より……あの男がいいのか？」

　切迫したような声色に驚いて雅也へと視線を送ると、傷つけられた美智よりもひどい顔をした男がそこにいた。

（どうして、そんな顔をするの──っ？　泣きたいのは私の方なのに）

　好きだと、誰よりも美智が大切だと言ってくれたら──。

　そうしたら。

　一体、自分は何と答えるのだろう。

　突然発せられた機械的な音が静寂を破った。スマートフォンが鞄の中で震え着信を知らせている。同時に雅也の仕事用のＰＨＳにも着信が入り、嫌な予感が駆け巡る。

「もしもし？」

『こちら希世総合医療センター救急室です。奈良橋美智さんでいらっしゃいますか？』

「あ……はい」

　普段関わりのない救急からの着信に首を傾げた。

　救急から病棟に移る予定の患者ならば、わざわざ美智に連絡する必要もないだろう。申し送りに不備があり重大なミスでもしてしまったかと思っていたが、どうやらそうではないらしい。

　相手は、ずいぶんと重々しい口調で続きを話した。

『奈良橋佐知子さちこさんはお母様で間違いないですか？』

「はい……あの？」

『さきほど、救急車で病院へと運ばれました。緊急のオペが必要になりますのでご家族の許可をいただきたくお電話させていただきました。くも膜下出血を起こし大変危険な状態です。動脈瘤クリッピング術を行います。ご存知だとは思いますが、重い後遺症をもたらす可能性もあると考えてください。すぐに来られますか？』

「はい……すぐに。あ、あの……お願い……します……」

　くも膜下出血で運ばれてくる患者を何度となく目にしていた。

　ヒートショックによる高血圧や多量の飲酒などで引き起こされることもあり、突然の頭痛や嘔吐で救急車で運ばれることが多い。

　運良く病院へ運ばれたとしても、手術中に亡くなる患者、予後が悪く亡くなる患者もいた。それに、手術が上手くいったとしても意識障害を起こし目覚めない可能性だってある。

　よく知ってはいても、まさか自分の家族に起こることだとは思っていなかった。

「やだ……お母さん……っ」

　頭の中が真っ白で、今自分がどこにいて、これからどうすればいいのかまったくわからなかった。

　ただ、早く母のところへ行かなくてはとそればかり思う。

「では再破裂の予防措置をするんですね。はい、私もすぐに行きますので」

　雅也の声がどこか遠くで聞こえる。

　唇が震えてうまく言葉が出てこない。

　身体に感じる痛みは、母を失うかもしれない恐怖ですっかり消え失せてしまった。「助けて」と縋る相手は雅也しかいない。震える手を伸ばして雅也を言葉なく見つめると、先ほどとは打って変わった怒りとは違う鋭い眼差しを向けられる。

「しっかりしろっ！」

　両手で頬が軽く叩かれる。ハッと目が覚めたように頭が覚醒した。

　ここは病院からそう遠くない場所で、隣にいるのは脳神経外科医の医師だ。救急で運ばれた患者がいれば、雅也にも連絡が入るのは当然のことだろう。パニックに陥っていてそんなことにも気がつかなかった。

「雅也さん……どうしよう……私……」

　毎日、生きるか死ぬかというところで闘っている患者を見ているのに、自分がこんなにも弱いとは思わなかった。

　看護師として冷静でいなければならないのに。

　雅也の腕に縋りつくように聞くと、そっと上から大きな手が重なった。

　情けなくて、悔しくて……医師に委ねるしかない不甲斐なさに涙が溢れでる。

「大丈夫だ。必ず助けるから」

　医師にとっての禁句をつらつらと何でもないことのように雅也は言った。「大丈夫」「助ける」患者が一番言ってほしい言葉であり、医師が一番言わない言葉だ。

　手術には絶対などありはしないし、術後の管理の難しさを知っている。自分だって患者相手に気軽に使える言葉ではない。

「助けるなんて気休め言って……私に訴えられても知らないから」

　震える手で頬を伝う涙を拭うと、再び手が繋がれる。指が絡まって、緊張で冷たくなった手に温もりが戻った。

「それだけ喋れるなら大丈夫だな……急ぐぞ」

「うん」

「オペには部長が入る。俺も一緒に入ることになるだろう。大丈夫、お前を絶対に一人にはしない」

　病院へと向かう途中、繋いだ手が離されることはなかった。

　本気で心配してくれている雅也の気持ちが伝わってくる。

　初めて会った日「たとえ救急車でお前が運ばれてきたって診ないからな」と言われたことを思い出した。

　口は悪いが、雅也はきっと誰であっても、その時の持ちうる力のすべてで助けようとしてくれるだろう。

　お願いします──そう神に祈るような気持ちで彼を見つめる。

　不思議と不安はあまりなかった。

　どうしてだろう。きっと雅也は母を助けてくれる、そう思った。

　彼にどんなひどいことをされようが、本気で憎むことなどできないのは、自分の気持ちがとっくに雅也に向いているからだ。
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　──二週間後。

　美智はある場所を訪れていた。

　奈良橋家がまるごと三戸は入るのではないかと思うほど、大きな屋敷だ。

　立派な門構えで、インターフォンを押すことすら気後れしてしまう。

　買ってきた菓子を手に恐る恐るインターフォンを鳴らすと、約束した相手がすぐにやってきた。

「みっちゃん！　いろいろと大変だったわねぇ～。さ、入って」

　上品な装いに身を包んだ雅也の母──琴子ことこは、門を開けると美智を手招きした。

　月に一度は会っている相手だが、雅也の実家に来る機会はそうそうない。いつか雅也の話などじっくり聞いてみたいという思いはあるが、今日は長居ができそうになかった。

　美智は首を横に振り、手に持った菓子を差しだした。

「いえ……すぐに戻らなくてはなりませんので、今日はお礼だけと思いまして」

「あら、ご丁寧にありがとう。でも私なんて何もしてないわよ。看護師の端くれだったっていうのに、パニックになって救急車呼ぶくらいしかできなかったわ」

「でも、城戸口さんがいらっしゃらなかったら……母が家で一人でいたら、亡くなっていたと思います。助かったのは、城戸口さんのおかげです。感謝してもしきれません……」

　美智が雅也と一緒にいたあの夜、母は琴子と飲みに行っていたらしい。美智は知らなかったが、最近はよく報告も兼ねて会うことが多いのだと琴子は言った。

　あの日、もしも母が一人でいたらと考えるだけで恐ろしい。偶然、外にいたからこそ救急車で運ばれたのだ。

「お礼なんて本当にいいのよ。お母さんの様子はどう？　後遺症はありそう？」

「いえ、幸い麻痺も言語障害も残ることなく……雅也さんに助けていただきました」

「あら、そうだったの？」

「聞いてませんか？」

「息子なんてそんなものよ～。こっちから連絡しないと生きてるか死んでるかもわからないわ。みっちゃんのおかげで月に一度は会えるけどね。あ、そうそう！　このあいだ珍しく電話があったと思ったら、みっちゃんとの結婚話を進めたいって！　聞いてるわよね？」

　まさか、琴子に連絡していたとは思わなかった。

　雅也は本気で美智との結婚を考えていたということなのだろうか。

　嬉しいはずなのに、素直に喜べないのは胸に溜まった鬱積が解消されていないからだ。

　美智を抱いた後に呼んだ名前は誰であったのか。

　どうして美智と結婚しようなどと思ったのか。

　わからないことばかりで、自分の気持ちが一方通行ではないと簡単には思えない。

「もちろん私はみっちゃんが娘になってくれたら嬉しいけど、本当に嫌なら断っていいのよ？　あなたのお母さんと約束があったのは事実だけど、二人の気持ちを無視してまで結婚してほしいとは思ってないから。変にプレッシャーを感じたりせずに考えてあげて」

「はい。ちゃんと……考えてみます」

　考えても、そう簡単に答えは出ない。

　琴子と別れて病院へと戻る途中、自分が雅也のどこを好きか考えてみた。

　けれど、頭に浮かぶのはどれもこれも、苦々しい思い出ばかり。会うたびに嫌味を言われて、いつも喧嘩になってしまう。

　それなのに「お前を一人にはしない」その一言だけで、美智の世界は変わってしまった。

　好きになど絶対にならないと思えば思うほど、彼のことしか考えられなくなっていた。

　自分の気持ちを否定しても、ほかの誰かを好きになろうとしても、どうにもならない。

　どれだけひどいことをされようと嫌いにはなれないし、憎むことなどできないのだと思い知らされてしまった。

　頑張って誰かを好きになるわけではない。

　恋とは、気づいたら落ちているものだった。

　触れられた手の熱さや、汗ばみ重なった肌、逼迫した表情で見つめてくる瞳を思い出すだけで、身体の芯が熱を帯びる。

　しかし、もう遅いかもしれない。

　あれから雅也とは話をする時間が取れなかった。

　美智は母の看護のため有給を申請したが、仕事から離れると途端に顔を合わせることもなくなるものだ。

　朝と夜の回診で雅也の姿はあるものの、雅也の上司である脳神経外科部長の前でプライベートな会話をするわけにもいかない。

　それに、雅也の気持ちを聞くことも怖かった。

　本当は好きな相手がいるのに、何らかの事情で付き合えない彼女を忘れるために美智を利用していたら。

　勝手な想像だとわかっていても、陰鬱とした思考に囚われてしまう。

　外科病棟へ戻ると、母はベッドの上で起き上がった状態で担当看護師と楽しそうに話に花を咲かせていた。術後数日はＨＣＵ──ハイケア病棟での経過観察を必要としていたが、今はすっかり容態も落ち着いていて外科病棟の大部屋へと移っている。

「お母さんっ？　寝てなくていいの？」

「あら、美智。もう傷口も痛くないし、来週頭には退院していいって、先生が言ってくださったのよ」

　経過が良好なのは知っていたが、退院と聞き安堵の思いがこみ上げてきた。

「では、何かあったら声をかけてくださいね」

　顔見知りの病棟看護師に礼を言って、ベッドの横にあるパイプ椅子に腰かけた。

「心配させちゃったよね」

「本当にね。お母さんいなくなったら、どうしようかと思った」

「まだ死なないわよ。今死んだら心残りばっかりだわ。結婚式も見られないし、孫も抱けないなんて」

「いっつもそれ言う……そんなに私を結婚させたいの？」

「お母さんはお父さんと結婚できて幸せだったからね。まぁ、別に私も琴ちゃんも無理にとは思ってないけど、近くに素敵な人がいるのにもったいないじゃない」

　美智は、幼い頃に死んだ父のことは覚えていない。

　ただ、写真で見ただけだが、頬を染め父と手を繋ぐ母は、満面の笑みを浮かべていてとても幸せそうだった。

「素敵な人って雅也さん？」

「そうよ～！　あれだけ美智のこと大事にしてくれる人いないわよ」

「大事にって……それはないでしょ……」

　雅也と会っていて、自分が大事にされていると思ったことは一度もない。

　一体何を見ていてそう思うのか、皆目見当もつかなかった。

　母たちの前ではさすがに言い合いを避けてはいたが、手を繋いで歩いたこともないし、横並びでいたとしても一人分の距離を開けていた。

　はたから見たらまるで喧嘩中のカップルだ。

「見てればわかるわ。それに、お見舞いに来てくれた雅也くんが言ってたのよ。美智にプロポーズしましたって。私が、美智を一人にしたらどうしようって不安になっちゃって、ハイケア病棟にいる時、もし容体が急変して死んだら美智のことよろしくって言っちゃったのもあると思うんだけど……」

「プロポーズ……」

　誰もが思い浮かべるプロポーズの言葉を言われた覚えはなかった。結婚してほしいとも、一生一緒にいてほしいとも言われていない。

　ただ「結婚話を進めるぞ」それだけだ。

　しかもそれは母が入院するより前のことで、母の言葉は関係ない。

　あれがプロポーズだったとしたら、わかりにくいにもほどがある。

（私のこと好きなら好きで、他の女の名前呼んでんじゃないわよ……）

　考えれば考えるほど苛立ちは増した。

　やはり相性は最悪だと考えながらも、雅也に対して鬱々と思い悩んでいるよりも、怒っている方がずっと自分らしいとも思う。

　美智はジーンズのポケットに入っているスマートフォンを操作し、雅也へのメッセージを入れた。話があるから会いたいと。

　午後の診察に入る前に休憩を取っていたのか、雅也からはすぐに返信があった。

「今すぐ診察室に来い、五分待つ……ってどんだけ横暴なのよ！」

「ふふっ、ほら急がないと。ああ、あと退院の手続きとかは自分でするから、美智は明日から仕事しなさい。わかった？」

「わかった。でも、何かあったらすぐ電話してね」

「はいはい。早く行きなさい」

　母に背中を押され、急ぎ足で脳神経外科の診察室に向かった。

　ちょうど午前の診察が終わったばかりだったのか、待合室にいる患者の姿はまばらだ。

　城戸口と名前が書かれた診察室のドアをノックしようとすると、使われていない隣の部屋のドアが開いて、腕が引っ張られる。

「え、ちょ……なにっ？」

「早く」

　こんなことをする人間の心当たりなど一人しかいない。カーテンが締めきられた暗い室内で、美智はなるべく声を荒立てないように話した。

「雅也さん……っ、離して」

「やっと捕まえたんだ。離すかよ」

「私は話をしに来たんだってば！」

　正面から抱きしめられるような体勢に、両腕を突っ張って距離を取ろうとするものの、腰に雅也の両腕が巻きついて離れない。

「ほら、話せよ。プロポーズを断るって話は聞かないからな」

　雅也がこういう態度だから、いつも喧嘩になるのだとわからないものか。売り言葉に買い言葉で喧嘩を買う自分も自分だが。

（今日は落ち着いて話すって決めたんだから）

「とりあえず、座らせて」

　逃げる意思はないのだと雅也の目を見つめる。

　観念したように診察台に腰かけた雅也に、再び腰が引き寄せられ背後から抱きしめられた。

（ほんと……行動と言葉が合ってないのよ）

　好きだ、などと言われたことはないのに、こうして抱きしめられると大事に思われているような気がするのだから不思議だ。

「お母さんのこと、助けてくれてありがとう」

　美智が言うと、返事の代わりに頬へ唇が下りてきた。

　チュッと音を立てて口づけられて、流されそうになってしまう。

　顎が持ち上げられて雅也の顔が近づいた。雅也とてうやむやにしたいわけではないだろうが、自分たちは本音で語り合うことができていない。

「待って」

　雅也の唇を手のひらで覆い、ストップをかけた。不服そうに眉を寄せて睨まれる。

「話をするって言ったでしょ」

「結婚しないって話なら聞かないって言っただろ。まだあるのかよ」

「そうじゃなくて……っ、私は雅也さんの気持ちが知りたいんだってば！　初めて会った時、さっさと結婚相手見つけろって言ってたくせに、どうして急に結婚する気になったのかとか、ミクって誰よとか、こないだなんで怒ってたのかとか……私はあなたが何を考えてるのか知りたいの」

「お前がどうしてミクのこと知ってるんだ」

　驚愕した声色で聞き返されて、聞いてはいけないことだったのかと早々に後悔が押し寄せる。

　それでも、ここで押し黙ってしまうようでは、きっと何も始まらない。

「仮眠室で寝言で呼んでた……エッチした後ほかの女の名前呼ばれるとかさ、どれだけ惨めな気持ちになるか想像できない？　しかも、結婚するって話をした後よ？　そんなの、信じられるはずないじゃない……」

　抱きしめられたままでは、雅也の表情を窺うこともできない。

　バレたら仕方ないって開き直ってる？

　それとも、多少なりとは惜しいことをしたとでも思ってる？

　背後から深いため息が聞こえて、聞くのが怖くなった。

「ミクは俺が初めて担当した患者で……十三歳だった」

　感情を押し殺したような声色だった。それでも、淡々と話す内容が過去形であるとすぐに気づく。

「生きていれば、もう二十歳になるか。グリオーマのグレード４だった。手術や放射線治療、化学療法も行ったが、何度も再発を繰り返して彼女の命は削られていったよ。あれから七年も経つのに、また同じ病気の患者を俺は救えなかった。あの日……お前のこと抱いた日だ、患者が亡くなったのは。後悔や無力さでどうしようもなくて、ただお前にそばにいてほしかった」

「患者さんだったの……」

　患者が亡くなると、手の施しようがなかったのだと頭では理解していても、看護師としてもっとできることがあったのではと後悔に苛まれる。

　雅也の思いは理解できるものだった。

　今日こそは問い詰めてやろうと意気込んでいたのに、怒る気が失せていく。

「頻繁に人の死を見ていると慣れてくる。どうしようもないことだった、仕方のないことだったって言い訳したくない。俺は自分の後悔を忘れたくないんだ」

「結婚話を進めるって言ったのは？」

「お前となら結婚しても飽きない、そう思っただけだ」

　早口で言われた言葉は照れ隠しのようだった。

　雅也の顔は首筋に埋められていて、表情を見ることは叶わない。

　自分の想像が正しかったとしたら、素直じゃない彼に何と言えば伝わるだろう。自分だって彼の前では素直になれないのに、この気持ちをどう伝えたらいいのだろうか。

「結婚して……いつか飽きたらどうするの？　今までも喧嘩ばっかりだったのに、一緒に生活するようになってもっと、もっと嫌なところが見えてきたら？」

「お前、ほんと俺のこと好きだな」

「はっ？　私はそんなこと一言も言ってませんけど？」

「だって怖いんだろ？　俺に嫌われるのが」

　今の会話のどこをどうしたらそういう解釈になるのか。理解に苦しむ。

　最初から雅也のことなど好きじゃなかった。むしろ嫌いだった。

　彼を苛つかせるようなこともたくさん言ったし、今さら嫌われるのが怖いなんて──。

　そんなこと、あるはずがない……。

（ああ、でも違う）

　いつからか、雅也との喧嘩すら心地いいと感じてしまったから。

　それが終わってしまうことが怖くなったのかもしれない。

「ノーコメントで……」

「素直じゃねぇな」

　フッと鼻で笑った息遣いが聞こえて、ただ「好き」の一言が言えない自分が嫌になる。

　腰に回った雅也の両腕が離れて、胸が切なくなった。もっと抱きしめていてほしかったのにと。

　やっと暗さに目が慣れてぼんやりと周囲の輪郭が浮かんでくる。縋るように背後の雅也を振り返り見つめると、視線が絡み合う。

　彼の瞳は言葉以上に雄弁で、美智へと愛情を伝えてくれていた。真っ直ぐに見つめる眼差しには、美智の姿だけが映っている。

「今まで、目の前にある救うべき命がすべてだった。仕事以外で他人を大切に思ったことなんてなかった。でも、俺は……お前がそばにいないのは、なんか嫌だ」

「嫌だって……子どもみたい」

「仕方ないだろ。そういう風にしか言えないんだから。よくわからない……お前が目の前にいると嬉しくて、どうしようもなく触れたくなる」

　顎を持ち上げられて唇が近づいた。もういいか、と諦めにも似た境地だった。

　素直じゃない自分たちは、甘い言葉をかけ合うことはできないかもしれないけれど、気持ちだけはしっかりと通じ合っている。

（それがわかれば……いい）

　慈しむように唇がちょんと触れて、啄ばむような口づけが繰り返される。

　美智が両手を雅也の首へと回すと、空いた唇の隙間から熱を持った舌が差し込まれた。

「んっ……」

　両足が持ち上げられて靴が脱がされた。

　暗い室内に唇の触れ合う音だけが響く。

「はぁ、んんっ……ふっ」

　荒々しく口腔内が貪られる。ジュッと唾液ごと舌を吸われて、鼻で息をするのも苦しいほどだ。

　身体に力が入らない。頭がぼんやりしてしまい、何も考えられなくなった。

　診察台の冷たい感触が背中に触れて、雅也の身体の重みを感じる。

「ちょっ……待って、こ、ここで？」

　あまりの気持ちよさに流されかけたものの、さすがに診察室で行為に耽るわけにはいかない。扉一枚隔てた向こう側に、午後の診察を待つ患者が続々と来ているはずだ。

「チッ……さすがに無理か」

　そう言いながらも、重なった下肢から雅也の熱い滾りが伝わってくる。

「当たり前でしょっ！」

「じゃあ挿れない。触るだけ」

　ジーンズのボタンが外されて、ジッパーが下ろされた。

　雅也の手が下着の中に入れられて、信じられないと睨むものの取り合ってはもらえない。

（ほんと、横暴っ！）

「やっ、あ……待ってっ」

　すりすりと乾いた陰唇をめくるように撫でられて、思わず手のひらで口元を覆う。

「待たない。もう限界だ」

　再び唇が重なり舌が入り込んでくると、腰に甘い痺れが走り下肢から力が抜けてしまう。こんな場所ではダメとわかっているのに、抗う気持ちが失くなっていく。

「んっ、ふぅ……はっ、やぁっん」

「ほら、もう濡れてきた。身体は素直だな」

　濡れた入り口を指で撫でられる。

　わざとらしく、クチュッと水音を立てられて、美智の頬は羞恥に赤く染まった。

　嫌だと言いながらも身体は素直に反応してしまう。そんな自分がいたたまれなくて、目の奥がジンと熱くなった。

　雅也の前で泣きたくなんてないのに、一気に感情が溢れだして止まらない。

「意地悪……っ、しないでよ」

　浮かんだ涙は頬を滑り落ちる。

　震えながら告げた言葉に、雅也の手が止まった。ようやく止める気になってくれたかと安心したのもつかの間、最奥を突くように指が入れられて腰が浮き上がった。

「ああぁっ……や、も……」

「お前見てると、俺がおかしくなる……無理やりにでも全部暴いて、従わせたくなるんだよ。俺をこんな風にしたのは、お前だろ」

「そんなの、知らなっ……ひっ、あぁ、それ、やぁっ」

　指がゆっくりと動かされる。襞をかき分けるようにして、ぬるついた陰道を擦られると、無意識に腰がくねくねと淫らに揺れてしまう。

　雅也の太い指をきゅうきゅうと締めつけ、奥を突かれるたびに溢れる蜜が撹拌され流れ落ちる。

「ダメっ……雅也さっ……も」

　口元を手で覆っていても、もしかしたら外に聞こえてしまうかもしれない。誰かに見つかるかもしれない。そう思えば思うほど、湧き上がってくる熱が抑えられなくなってしまう。

　ブラウスのボタンを外されて、ブラジャーの上から膨らみを揉まれる。

　内壁を擦る指の動きはますます激しさを増し、身体中が蕩けそうになるほど甘い愉悦に足先が震え診察台の上を這った。

「これ、邪魔だな……脱がせていいか？」

　言うなり、雅也はジーンズを足から引き抜いた。

　もう抗うのも馬鹿らしい。どうせダメだと言ったところで、この男は聞きやしない。

「抵抗してくれた方が燃えるんだが？」

「そんなの知らないわよっ」

「嘘だよ……可愛い」

　もう本当にやめてほしい。

　雅也からの甘い言葉には慣れていないのだ。

　可愛いの一言だけで、何をされても許してしまえるぐらい、この男のことが好きで堪らなくなってしまっている。

「顔真っ赤。そんなに嬉しいのか？」

　自分でもわかっていることを指摘されて、羞恥でもう消えてしまいたい思いだ。

「見えないくせに……」

「見えなくてもわかるよ、お前のことは。毎月俺と会うのだって、本当は嫌々なんかじゃなかっただろ？　最初は、互いに気に食わない相手だったかもしれない。でも、一年も経てば情も湧く。惹かれ合うことだってある。認めろよ。ほかの男を好きになろうとするな」

　もしかしたら、不安だったのだろうか。美智がほかの男に奪われるかもしれないと──。

「それで、怒ってたの……？」

「怒りもするだろ。別の誰かを好きになろうとして自分から誘われたくせに、助けてなんて勝手にもほどがある」

「ごめん……」

「もういい。だから、俺を拒むな」

　小さく頷いて雅也の背中に腕を回した。

　頬に唇が触れて、首や鎖骨の上を舌が這う。慈しむように全身にキスの雨が降り注ぎ、心も身体も深い幸福感に満たされていく。

　ただ唇と舌で触れられているだけなのに、身体は異様なほど昂ぶってしまう。心が通じ合っていると、こんなにも肌を合わせることが心地よいのか。

　ずらされたブラジャーの隙間から手が入り込む。乳房が揺さぶられ、尖った胸の突起に唇が触れた。

「あっ……ふぅ、んっ」

　柔らかい媚肉に噛みつかれ、痛いほどに揉まれる。

「あぁぁっ、あっ、それ……だめ、やっ」

　赤い乳首をコロコロと舌の上で転がされ、自身の切羽詰まった声に反応するように、さらに下肢がぐっしょりと濡れていく。

　先ほどよりも長い指が膣口に挿れられる。奥を突かれると、内壁が燃えるように疼ききゅうきゅうと収縮を繰り返した。

　彼の指を深くまで受け入れようと無意識に足が開く。

　一層淫らに指が突き挿れられると、頭の芯が痺れて全身が蕩けてしまいそうなほどに深い陶酔感に満たされる。

「奥……突いちゃ、やぁ」

　美智の「嫌」を正確に理解している彼は、陰道の奥ばかりを狙って突いてくる。気持ちよくて堪らず、自分のものとは思えないほどの艶めかしい声ばかりが出てしまう。

「ひぁぁん……はぁ、ん、それ……い、気持ちいっ」

　指の動きに合わせて腰が揺れる。

　ぬちゅぬちゅと愛液が泡立つような音がして、外に漏れ聞こえてしまうのではないかという恐怖心から指を締めつけてしまう。

　隙間なく入れられた指が動かされるたびに、身体の奥がもどかしさに疼き始めた。

　胸と下肢、同時に与えられる愛撫に追い詰められて、頂点まで昇りつめたいのに、焦らされているような気さえする。

「んんっ、も……雅也さっ……もっと」

　羞恥に苛まれながらも誘うように腰を浮かせた。腰を揺らすたびに愛液が滴り落ちる。

　より深く指を飲み込んでいるのに、中心から広がる焦燥感は消えてはくれなかった。

「もっと、どうしてほしい？」

　蜜を垂らしながらくねくねと腰を揺らす様はどれだけ卑猥に映ったのだろう。美智の姿を凝視していた雅也の喉が上下に動いた。

「やっ、言えな……」

　わかっている。自分でも。

　ちゃんと抱いてほしいのだと言えればいいのに。

　雅也の太い屹立で貫いてほしいのだと、口に出して誘えるような可愛げのある女だったらよかったのに。

「お前がここじゃダメだって言ったんだろ？」

「だって……我慢できな……っから」

　焦らされすぎて、羞恥心も何もあったものではない。

　足の脛でスラックス越しに感じる雅也の屹立を撫でた。言葉にできなくとも、きっと彼は気づいてくれる。

「……っ、お前な」

　息を詰めたような雅也の声に頬が緩む。

　余裕を失った表情で見つめられて、気持ちは同じなのだと知ることができれば嬉しさしかない。

　スラックスのジッパーが下ろされて露わになった欲望は、濡れて光る先端が腹部につきそうなほどにそそり勃っていた。

「声、我慢しろよ」

　足が床に下ろされた。本当は彼と正面から抱き合いたかったけれど、こんな場所では仕方がない。

　診察台の上に上半身を預けて、尻を高く持ち上げられた。後ろからピタリと押し当てられた屹立に、期待で喉が鳴ってしまう。

「んっ、無理……かもっ……んんっ」

「ゆっくり、するから」

　宣言通り、ぬるついた襞をかき分けながら、ゆっくりと挿れられる。

　指よりもずっと太くて長い性器が奥へ奥へと入ってくるたびに、満足げな甘い声が漏れでてしまう。

「あっ、はぁん……そ、れいっ……もっと、擦って」

　雅也の腰の動きに合わせてぬちゅぬちゅと淫猥な水音が立ち、結合部から溢れた愛液が太ももを伝い流れ落ちる。

　内壁を擦られる感覚は甘い愉悦を呼び起こし、全身の感覚が下肢へ集中していく。

「あぁん、あっ、はぁっ……」

　半開きになった唇からは喘ぐたびに唾液がこぼれ落ちた。

　緩やかな坂を登らされているかのように、互いの呼吸が荒くなっていく。

　次第に腰を穿つスピードが速まり、子宮口を突くように奥ばかりをグリグリとかき混ぜられる。

「そ、っな……強く、しちゃ……やぁん」

「……っ、はっ」

　背後から雅也の気持ちよさげな声が聞こえて、思わず中を締めつけてしまう。

「我慢……っ、できなくなるから……もっと力抜け」

「わかんなっ……い……ひっ、あ」

　肌と肌がぶつかり合う音が響くほど激しく身体ごと揺さぶられる。結合部から溢れた愛液が淫靡な音を立てて床に飛び散った。

　膝がガクガクと震えて、診察台に身体を預けていなければ崩れて落ちてしまいそうだった。

「んっ、もぅ……っ、だめ、なんか、きちゃ……っ、う」

　ずくんと重い喜悦の波が押し寄せて、頭が真っ白になってしまう。恍惚としながらも本能のままに淫らな声を上げて、自らの快感を貪った。

「あぁん、はっ、う……そこ……気持ち、いっ」

　腰を強く掴まれて、欲望のままに突き上げられる。

　ズプズプという卑猥な水音と荒く吐きだされる呼吸が、どこか遠い別の場所で聞こえてくる。

　脳芯が蕩けて自分の身体の感覚すら、現実か夢なのか判断ができない。

　朦朧としながらも、絶頂がすぐそこまで押し寄せてきていることだけははっきりとわかる。

「もっと、してっ……きちゃう、きちゃう……あぁあっ！」

　腰が大きく反り返り全身が激しく引きつった。

　内壁がきゅうっと蠢き、中を穿っている屹立がドクンと脈動した。

　びゅっと滾った欲望の飛沫が弾け飛ぶ。生温かい熱が広がり、とろりと太ももからこぼれ落ちた。

「あっ、はっ、はっ……」

　心臓が激しく音を立てて途切れがちになる呼吸を繰り返すと、やがて全身から力が抜ける。膝が崩れ落ちる寸前、雅也の腕に支えられた。

「大丈夫か？」

　呼吸さえすぐには戻らずに息も絶え絶えに頷くものの、説得力はまるでない。やれやれと呆れた顔さえも愛おしさで溢れていた。

　しかし、着替える間中、美智はずっといたたまれない思いでいっぱいだった。

　言い訳はできないし、酔っていたわけでもないから自分の発した言葉すべてを覚えている。

「こんなとこで最後までするなんて……っ」

　あまりの痴態に診察台に座ったまま項垂れていると、隣に腰かけた雅也がわざとらしく耳元で囁いてくる。

「お前が言ったんだろ？　我慢できないって」

「ギャーっ！　言わないでっ！」

　あんなに激しく乱れるなんて思ってもみなかった。気持ちが通じ合って浮かれていたとしか思えない。

　時間を戻せないかと現実逃避したくなってしまう。

「ほんと性格悪い……」

　信じられないと睨んでも、雅也は嬉しそうに頬を緩めるだけだ。今までにない甘い雰囲気にも、どうしたらいいのかわからない。

　雅也は白衣のポケットから何かを取りだすと、美智の首に手を回した。チャリっと金属の触れ合う音がして覗き見ると、チェーンに繋がれた指輪が胸元で輝いている。

「逃がさないからな。今日、俺が帰るまでマンションで待ってろ」

　手のひらの中に押しつけられた鍵とメモ。雅也のＰＨＳが着信を知らせなければ、甘やかな時間の続きを求めてしまいそうだった。

　ポンと軽く頭に手を置かれて、何事もなかったかのように雅也は仕事へと戻っていった。










七











「あ～もう……っ」

　診察室に一人残されて両手で顔を覆った。嬉しいやら、恥ずかしいやら、幸せやらで大声で叫びたくなってしまう。

　数分後、どうにか真っ赤になった顔を隠すようにして、廊下を急ぎ足で歩きながら病院を出た。

　手のひらで握りしめていたメモを見ると、住所と部屋番号が書かれていた。

　胸元で揺れる指輪を握りしめて、嬉しさのあまり緩む頬を両手で叩く。

　従業員専用の駐車場に停めてある車に乗り込んで、雅也のマンションの住所をカーナビに入れた。

　美智のマンションからもそう遠くない場所に住んでいるから大体の場所はわかっていたけれど、実際に行くのは初めてだった。

　許婚とはいえ、ほんのひと月前まで互いの家を行き来する関係など微塵もなかったのだから当然だ。

　熱のこもった車内は座っているだけで汗が噴きだしてくる。パワーウィンドウを開けて外の風を入れると幾分かマシになった。

　ハンドルを握りながら、雅也と出会ってからの二年間に想いを馳せた。

（いつから、好きでいてくれたのかな）

　美智が自分の気持ちに気づいたのだって最近のことだ。

　けれど、思い返してみればずいぶん前から「許婚がいるのにほかの男と付き合うな」などと言われていたような気がする。

　からかわれているのだと思っていたのだが。

（もしかして、その時から……？）

　一年も一緒にいれば情も湧くと雅也は言った。

　喧嘩ばかりだったのに、気持ちの変化があったのはどうしてだろう。

　そんな考え事をしているとあっという間に着いてしまった。

　駅にもほど近い場所の低層邸宅地にある五階建てのマンションは、リングシャッター付きの平面駐車場が設置されていた。

　シャッター近くのドアから出てきた管理人に聞くと、鍵を差し込むと開く仕組みになっているらしい。

　来客用の駐車場に車を停めて、エントランスから中へと入った。

　美智が住んでいるこぢんまりとした２ＬＤＫのマンションとは違い、一つ一つの部屋が広いのかドアとドアの距離が遠く、一階にはブランコが置けそうなほど広い庭までついている。

　エレベーターで二階に上がり、きょろきょろしながら目的の部屋番号を探す。家主がいないのに勝手に上がり込んでもいいのだろうかという思いが頭を掠めたが、家で待っていろと言ったのは雅也なのだからと借りた鍵でドアを開けた。

　玄関に入ると部屋中に雅也の香りが溢れていて、先ほどまでの行為を思い出してキュッと身体の中心が切なく疼いた。

（落ち着かない……どうしよう）

　深呼吸を繰り返しながら廊下を進むとリビングがあった。

　二十畳ほどのリビングは正直片づいているとは言いがたく、思わず笑みが漏れる。

　Ｌ字型のソファーにはシャツが何枚もかかっているし、朝飲んだと思われるコーヒーは飲みかけのままテーブルの上に置いてある。

「朝から晩まで病院にいるんだから、そりゃそうだよね。お疲れ様」

　独り言を呟きながら、カップをキッチンへと片づけた。

　シャツはまとめて洗濯機に放り込んだ。どうせ四、五時間は待たなければならないしと言い訳をしつつ、風呂を借りて勝手に洗濯機を回した。

　汗や体液でベトついた身体を綺麗に洗い流し、洗濯機の終了の音で風呂から上がる。

　洗濯物を干し終えて、軽く掃除をすると二時間ほど経っていた。

「お腹空いた……何か買いに行こうかな」

　念のため冷蔵庫を開けてチェックするが、生鮮食品は一つもなかった。入っているのは水とビールだけだ。

　あまり大量に食材を買い込んでも、使い切れずに捨てる羽目になるし困るだろうと、コンビニで出来合いの惣菜を買ってきた。

「一人で食べるのもね……早く帰ってこーい」

　ソファーでテレビを見ながら横になっていると途端に眠気がやってくる。

　まぁいいか、寝てしまえと目を瞑る。

　雅也が帰ってきて「お帰りなさい」と言って抱きつくなんて柄ではないし、診察室での一件を思い出すと、彼の顔を真っ直ぐに見られる気がしない。

　ふわっとあくびが漏れてまぶたが重くなる。テレビの音を聞きながら、いつのまにか眠りの中へと吸い込まれていった。







　せっかく気持ちのいい安眠を貪っているというのに、急に息苦しさを感じて美智は目を開けた。

「……っ！」

「やっと起きたか」

　急に声をかけられてソファーから落ちそうになったのを、雅也の腕に支えられた。

「ちょっと……何してたの？」

「お前の寝顔見てた」

　どうやら寝ている間に鼻を抓まれていたらしい。

　ソファーの下に膝をついて顔を近づけてくる雅也は、美智の狼狽する様子をしたり顔で見ていたのだろう。

「いつ帰ってきたの？」

　帰ってきてすぐの状態でないことは一目瞭然だ。パジャマ姿だし、濡れた髪からポタポタと滴が垂れている。

「三十分ぐらい前か」

　時計を見ると夜八時を過ぎた頃だ。今日は早い方だろう。

　もしかしたら、自分のために早く帰ってきてくれたのかもしれない。そう思うと胸が高鳴った。

「もしかしてお前、洗濯とかしてくれたのか？」

「だって何時間も待つの暇だし」

　結局寝てしまっていたけれど、洗濯をして文句を言われる筋合いはないはずだ。

「一回家帰って、夜来ればよかっただろ。ここで待つってどんだけ早く俺に会いたいんだよ。マジメか」

「はぁっ？　だってあなたが、俺が帰ってくるまで待ってろって言うから！」

「はいはい、俺の言い方が悪かったって。嬉しかっただけだ」

　するりと頬を撫でられて、心が落ち着かなくなる。

　いつから自分はこんな風になってしまったのだろう。触れられるだけで、好きという感情が後から後から湧いてでてきてしまう。

　喧嘩などしたくはない。

　けれど、素直でいたくとも言葉はでてきてはくれない。

　触れ合うだけで気持ちが伝わればいいのに。

　雅也の手に頬を摺り寄せると、意外にも彼の耳が赤く染まった。困惑したような表情をして見つめ返される。

　昔、どこかで彼のこんな顔を見たことがあったと記憶を遡った。

「あの時……」

　ずいぶんと懐かしい。

　雅也に奢られるのが嫌で、毎回伝票の取り合いになった。

　化粧室に立っている間に会計を済まされて、仕返しに雅也が一番嫌がるだろうことをしたのだ。彼の腕に顔を擦りよせて上目遣いに「ありがと」と言ってやった。

　嫌がるだろうと思っていたのに、彼の耳が真っ赤に染まっていて、ふざけることもできなかった。

「何だよ？」

「あははっ……何でもない」

　多分出会って一年も経っていない頃だ。

　自分が思っているよりずっと好きでいてくれた。そう思うと、胸がくすぐったくなった。

「あ、ご飯食べた？　お腹空いたから適当に買ってきたんだけど……って、もぅっ……聞いてっ、ん」

　起き上がろうとしたのを阻まれて唇が塞がれた。

　性急な手つきでブラウスとジーンズが脱がされて、口腔内が舐めまわされる。

「お前に主導権握られるのは我慢ならないな」

　唇の隙間から覗く赤い舌が下唇を舐める。雅也のその仕草があまりに扇情的で、瞬きすらも忘れて魅入ってしまう。

「今日したでしょっ」

「昼間のあんなので足りるはずないだろ？」

　耳朶を甘噛みされると、耳から伝わった甘い痺れが全身を震わせる。

「ん、あっ……」

　雅也はパジャマをきっちり着込み息一つ乱してはいないのに、息も絶え絶えに喘ぐ自分ばかりが翻弄されているような気がする。

　主導権など握られっぱなしだ。

「なぁ、お医者さんごっこでもするか」

　ごっこじゃなくても、あなた本物の医師でしょう！　というツッコミは言葉にならず、キュッと胸の先端を引っ張られて嬌声ばかりが漏れでてしまう。

「やっ……なに、んっ」

「ちょっと待ってろ」

　それだけ言い残して雅也はリビングから出ていった。

「はっ？」

　下着姿のまま放置され、意味がわからずとりあえず服を着ようと手を伸ばしたタイミングで、白衣と聴診器を手にした雅也が戻ってきた。

「なんで聴診器？」

「研修医時代、内科にも行ったからな」

　そうじゃなくて──聞きたいのは、今、どうして、聴診器を手に持っているかということで。

　こちらの困惑など意にも介さず、パジャマの上から白衣を着込んだ雅也が慣れた手つきで首に聴診器をかけた。

「ほら、城戸口先生って言ってみろよ。病院でお前から電話くると妙に興奮するんだよな」

　ブラジャーとショーツを手際よく脱がし、雅也はソファーの前に跪いた。

「せめて、寝室に……っ」

「先生、寝室に連れていってください、だろ？」

　完全にお医者さんごっこを楽しむつもりでいる男は、ニヤリと口角を上げると脱がせた美智の下着を遠くに投げた。何がなんでも言わせる気でいるらしい。

　絶対に言うもんかと対抗する手段を考える。

　雅也の顔を胸にギュッと抱いて、可愛く「ベッドがいいな」とでも言おうかと思ったが、今の彼にそれをすれば喜びそうな気がする。

　そして、美智のなけなしのプライドは崩壊だ。

　それに、自分には何の得もない。

　天秤にかけた結果──。

「せんせー、寝室に連れていってください……」

「棒読みだな……まぁいい」

　ソファーから軽々と抱き上げられて、寝室へと運ばれる。

　寝室の電気が消えていることにホッと息を吐くと、ベッドサイドのランプが点灯した。

「なんで、電気つけるのっ？」

　ベッドに下ろされて、全身がオレンジ色の光に照らされた。

　正面からまじまじと見つめられるなど羞恥でどうにかなりそうだ。いたたまれなさに足を閉じて隠すように身体を丸めた。

「見えないとできないだろ？」

　まだ続くのか、これは──。

　げんなりした様子が伝わったのだろう。雅也は切なげに目を細めて言った。

「ダメか？」

（そんな捨てられた子猫みたいな顔されてもっ）

　今初めて気づいたが、どうやら自分はこの男の顔にめっぽう弱いらしい。

　笑っているだけで心臓がドキドキして止まらなくなるし、悲しげな顔を見ていると苦しくなる。

「ダメ……じゃないけど……」

「お前、ほんと素直で可愛いな」

　チュッと触れるだけのキスをされて、騙されていたと気づく。

　二人分の体重に、ギシッとベッドのスプリングが音を立てた。

「ふっ、う……んんっ」

　もう喋るなと言わんばかりに、深い口づけが与えられる。熱い舌が唇の隙間から入り込み、上唇の裏や歯の裏までをも舐められる。

「はっ……ん、ん」

　舌が絡められ、まるでキャンディーでも舐めているかのように、ちゅぱちゅぱと舌ごと吸われて、頭の奥が朦朧としてくる。

　身体の中心から熱が湧き上がるように、全身が火照っていく。くったりと体重を預けると唇が離された。

　背後から抱きかかえられて、触れ合った彼の体温に安堵する。

　雅也はイヤーチップを耳につけることなく、聴診器を胸に押し当てた。肌に触れた聴診器の冷たさにピクリと肩が震える。

「冷た……」

　何をするつもりなのかと聞く隙も与えてはもらえず、聴診器の先端──チェストピースが胸の突起を突く。

「あぁっ、ん……やだっ、それ」

　グリグリと敏感な乳首ばかりに押し当てられて、赤く色づいた実がつんと勃ち上がる。

　嫌だと言いながらも、本音ではもっと触れてほしくて堪らなかった。

　昼の行為だけでは足りなかったのは美智とて同じで、雅也の熱い肌に触れているだけで、愛おしさが溢れてしまう。

「診察中に感じるのか？　こんなにいやらしく尖ってる」

「はぁっ……あ、ん……そこばっか」

　片方は指で捏ねくり回され、もう片方は聴診器でくりくりと先端ばかりを弄られる。

　膣口がしっとりと湿り始めて、モジモジと足を擦り合わせた。

「ほかのところを触ってほしいんだろう？　ちゃんと言えるよな？」

　感じるほどに乳輪ごと抓られて、床に下ろしていた足先がピンと張った。

　足を閉じていることなどもうできず、無意識に腰が浮き上がり濡れた秘部を見せるように開いてしまう。

「やっ、ん……もう触って……おねがっ」

「ほら、シーツにシミができてる。放っておいたら可哀想だ。ちゃんとおねだりできたら、触ってやるよ」

　羞恥心をつくように言われて、頬が真っ赤に染まる。

　かろうじて残る理性は嫌だと抗っているのに、本能は我を忘れるほどに乱れたいと望んでいる。

　身体の奥深くを早く突いてほしい。

　恥ずかしさなど忘れるくらい、もっといやらしいことをしてほしい。

　腰が揺れるたびに、陰唇の開いた秘部からは蜜が溢れ、シーツを濡らしてしまう。はしたないけれど、自分ではどうしようもない。

　美智はベッドの上で、太ももを両手で持ち上げると、雅也に見えるようにおずおずと足を開いた。

「先生……ちゃんと触ってください」

　痛いほどに雅也の視線が突き刺さる。

　彼の目を見ることなどできなかったが、シンとした室内に唾液を嚥下する音がやけに生々しく響いた。

「予想以上にエロすぎてヤバい……」

　熱い指先が太ももを這い、濡れて光る秘部へと辿りつく。

　くるくると指の腹で陰唇を撫でられると、蜜を垂らす膣がヒクついてしまう。

「あぁっ、はっ、あっ……もっと、触って……」

「どうやって触ってほしい？」

「舐めて……なかっ、グリグリしてほし……っ、あぁっん」

　雅也の髪が太ももに触れるだけで膝がガクガクと震えてしまう。

　待ちわびた舌に溢れる蜜を啜られて、頭の中が真っ白になった。

「ひぁぁっ、あっ、んん……だめ、それっ……あぁっ」

　舌が動かされるたびに、陰道の奥から新しい蜜が次から次へと溢れてくる。全身が快感に戦慄き、淫らな喘ぎ声が止まらない。

　もっと、もっとと腰が蠢く。

　食らいつくように口を動かされて、背中へと這い上がる快感を逃そうと頭を振った。

「俺以外にお前に触った奴がいるって思うと、殺したくなるな。前の彼氏にも、こんな風に乱れたところ見せたのかよ？」

　雅也の舌先が陰毛をかき分け、尖った花芯を探し当てた。ちゅるっと花芯ごと口の中に含まれて、舌でねっとりと舐めまわされる。

「あ、ちがっ……あぁぁっ……やっ、あ、吸っちゃだめぇっ……」

「何が違う？」

「雅也さっ……だけ、だからっ……あ、あぁっ」

「嘘つけ」

「待っ……て、やっ」

　キュッと陰核が抓まれて、腰がビクビクと震えた。

　以前に付き合っていた恋人とは半年も続かなかったが、何度か身体を重ねることはあった。好きだったはずなのに、いつも早く終わってくれないかと思っていた。行為の最中に、次の日に手術を控える患者のことを考えることすらあった。

　学生時代に付き合っていた恋人はセックスが好きで、度々求められた。それが嫌で別れてしまったようなものだ。

　誰と身体を重ねても、雅也に抱かれている時のように満ち足りた気分になることなど、今までに一度もなかったのだ。

　だから、雅也だけだというのは間違っていない。

「抱いてほしっ……て、思ったのは……雅也さんだけ、だから……ごめっ」

　責められる謂われはないし、謝る理由もないけれど、雅也が初めての相手であったならばどれほど幸せだっただろうと自分でも思う。

　美智が涙目で訴えると、嫉妬に駆られていた雅也が悪かったと謝った。

「一緒にいる時間が増えたから、より深くお前のことを好きになった。それでも、もっと早くに出会いたかった」

「脱いで……ちゃんと……」

　抱いてと雅也の白衣を引っ張ると、荒々しい手つきで服と聴診器が床に投げ捨てられた。熱を持った肌が触れて、ホッと息を漏らす。

　ベッドに横になりながら、隙間もないほどに肌を密着させ抱きしめ合った。

　すでに硬く勃ち上がった欲望が下肢に触れて、モジモジと腰を揺らしてしまう。

「なに、もう挿れてほしいのか？」

「ちがっ……くないけど……からかわないでよ」

　唇を尖らせて言えば、掠めとるようなキスをされる。

　じゃれあいながら、幾度となく唇を重ねた。

「ふっ……ん……はぁっ」

　太ももを持ち上げられて、欲望が擦りつけられる。

　キスだけで昂ぶってしまった身体は、すでに蜜口からとろりと愛液を溢れさせていた。

「入っちゃ……あっ、んん」

　愛液をかき混ぜるように亀頭が動かされる。

　ぬるぬると陰核が擦られて、中心が疼いてしまう。

　入りそうで入らない焦燥感により深く感じ入ってしまい、自ら雅也の腰に足を絡ませ身体を揺らしていた。

「そこっ、擦っちゃ、や……っ、すぐ……気持ちよくなっちゃうからぁ……っ」

　啄ばむような口づけを繰り返しながら、両手で乳房を揉みしだかれる。

　つんと尖った乳首を抓られて引っ張られると、ジュッとさらに多量の蜜が溢れだした。

「ぬるぬるして……気持ちいい」

　胸の頂を愛撫しながら、ぬるぬると陰唇や陰核を擦り上げられると、全身が蕩けてしまうほど気持ちがよくて堪らない。

　ずっとこうしていたいと思う気持ちと同じぐらい、早く熱い塊で激しく突いてほしいとも思う。

　雅也も気持ちは同じだったのか、窺うようにヒクついた蜜口をトントンと濡れた先端で触れてくる。

「こうしてると……すぐ挿れたくなる」

　雅也は、荒くなった呼吸を正すように息を深く吐ききると、美智から手を離しゴロンと真上を向いた。

　もうしないの──と名残り惜しむような視線を向けてしまう。疲れていても抱いてほしいなんて、わがままがすぎるだろうか。

「美智……俺の上、乗って」

　雅也の手が足に伸びてくる。

　どういうことと首を傾げると、グイと足ごと引っ張られて、あられもない場所を雅也の前に晒す羽目になってしまった。

「なに……っ？」

「俺の顔の上乗れ。舐めてやるから」

「えっ、や、やだ。できないよ」

「何度もしただろ？　大丈夫だから、壁に手をついて跨れよ」

　がっしりと足を掴まれていて逃げだすこともできない。

　美智がうんと言うまで離すつもりはないらしい。そんな恥ずかしいことはしたくないし、嫌なのに、彼の傲慢なところも好きなのだからどうしようもない。

　雅也の手を借りて起き上がると、真っ赤に染まっているだろう頬を髪で隠すように俯き、彼の顔の上に跨った。

　淫らに濡れた秘所を凝視され、あまりに卑猥な自身の行動に目を瞑りたくなってしまう。

「見ないで……っ」

「いい眺め」

　両足の太ももを掴まれ、壁に縋りつくように身を寄せた。

　クチュッと濡れた音と共に、ぬめった舌で陰唇がなぞられる。重力のままに愛蜜がとろりと溢れて落ちるのがわかった。

「あっ、やぁっ……舐めちゃ……」

「舐めても、全然止まらない。次から次へと溢れてくる」

「あぁっん、あっ、ふっ、んん……」

　耳を塞ぎたくなるようなことばかりを言われて、羞恥も相まってか陰道がきゅうっと収縮する。

　陰核をこりこりと指の腹で擦られながら、滑った舌が陰道へぬるりと入ってくると、気が遠くなるほどの快感が脳芯を突き抜けた。

「ひぁぁっ、あっ、あっ、それだめっ、だめぇっ」

　一気に坂を駆けていくように愉悦が押し寄せ、肌が粟立つ。

　腰がガクガクと震え、もうダメだと訴えているのに、ぬぽぬぽと舌の付け根までを抜き差しされて激しく感じてしまう。

　壁に頬を擦りよせて身悶えるが、逃さないとばかりに腰が掴まれ責め立てられる。

「そんなの……すぐ、イッちゃう……っ、あぁっ」

　ザラザラした膣壁の中を舌が動き回り、ぷっくりと腫れた実を指で捏ねられる。

　頭が真っ白になり理性が飛びそうだ。

　深い恍惚感にビクンビクンと身体を震わせると、背中を仰け反らせ絶頂に達してしまう。

「イッたか？」

「あっ、あっ……ダメっ、今、舐めちゃっ……いやぁっ」

　言いながらも膣壁を舐める舌の動きは止まらない。

　達した身体は敏感で少しの刺激で新たな快感をもたらす。

　逃れることもできず激しい愛撫を与えられて、気を失ってしまいそうだった。

「このまま何度イケるか、試してみようか」

「やぁっ……もうっ、お願い……」

　こんな風に一方的な愛撫は嫌だ。

　抱かれたいと願っているけれど、気持ちが通じ合ったのなら、二人で気持ちよくなりたい。

　たくさんキスをして、好きだと言って。

　頬を流れる涙が、ポタリと雅也の額へと落ちる。

「いじめすぎたか。悪い」

「私も……する」

　負けたみたいで悔しい。

　こんなことで泣きたくなんてなかった。

　あまりに気持ちよすぎたことも、抱きしめてほしくて涙が出たなんてことも言いたくはない。

　掴まれていた足がやっと解放された。

　雅也の下肢の横に手をつくと、隆起したままの彼の欲望が目に入る。赤黒い性器は先端から蜜をこぼしていて、そっと手を伸ばして触れるとビクンと脈動した。

「手で触って。動かしてみろ」

　髪を撫でられて、下へと落ちていた髪が耳へかけられる。これではうっとりと彼の性器に見惚れている様を見られてしまう。

　もうそれでもいいか、とそっと握りしめた手を動かした。

　先端に口づけると、彼が息を呑んで見つめているのがわかる。

　恥ずかしくて堪らないけれど、少しでも自分の気持ちが伝わればいいと思った。

「──っ、美智」

　手の中で脈打つ屹立は、口を上下に動かすたびに膨れ上がった。濡れた先端から溢れる先走りを舐めながら怒張を口に含む。

「んんっ……はっ、む」

　口の中に入りきらないほど大きい陰茎は、先端を舐める程度しかできない。それでも、気持ちよさげな声が漏れ聞こえると、愛おしさで胸がいっぱいになった。

　唾液と先走りで滑りのよくなった陰茎を夢中になって扱く。

「……っ、はぁ」

　裏筋に舌を這わせると、先端から溢れる先走りが多くなり、艶めかしい吐息が雅也の口から漏れた。

　感じてくれているのだと嬉しくなって、太い陰茎をより深くまで飲み込んだ。

　唾液を垂らしながら必死に口を動かしていると、口の中のぬめりがひどくなり、青臭い味が鼻腔を満たした。

「はぁ……っ、もう……いい。俺の負けだよ」

　勝ち負けの問題ではないのに、自分たちはいつもこうだ。

　けれど、優しげに髪をかき上げてくる手のひらは愛おしげで、互いに気持ちのなかった頃とはまるで違う。

「挿れたい、早く」

　腕を引き寄せられて唇が重なった。

　互いの舌を絡ませ合い、幾度となく角度を変えてキスをした。キスだけで官能が呼び起こされる。

　早く熱い欲望で貫いてほしい。

　うっとりと彼の屹立を撫でると信じられない言葉を口にしていた。

「これ……挿れて、中いっぱい擦って」

　身体を起こそうとする雅也を押し留めて、腰の上に跨り彼の怒張を蜜口に擦りつけた。

「美智……っ」

「あぁっん……あ、気持ちい、これ」

　もどかしそうに雅也の下肢が揺れるたびに、陰唇がめくられて膣口が刺激される。

　ヒクヒクと収縮し開いた入り口に先端を押し当てながら、膣を拡げるように浅い部分を擦った。

「……っ、もう、限界だ」

　雅也の口から漏れる熱い吐息だけで達してしまいそうだった。

「ひぁぁっ、ああぁっ……深い……っ」

　下から一気に突き上げられて、子宮の入り口まで届きそうなほどの衝撃に身体が戦慄いた。

　ずるっと愛液をまとわりつかせて引き抜かれると、再び最奥まで満たされ歓喜の声を上げる。

「あっ、すごい……っ、気持ち……っい、ひっ、ん」

　腰の下に枕を入れて雅也の下肢が浮き上がると、ますます深い場所を擦られる。

「ひぁっ、んん、い、いっ……そこ、ふあぁっ」

　ずんずんと奥を突かれて、意味をなさない声ばかりが漏れる。

　蜜口から溢れた新たな蜜が、雅也の陰茎を濡らしていく。ぬちゅぬちゅと激しく抽送が繰り返されると、深い喜悦に下肢が蕩けてしまう。

「もっ、すぐ……イク……あぁっ、また、イッちゃう」

「……っ、はっ……イッても、止められないからな」

「あぁん、あぁっ……はっ、ん、も……っ、あぁ──っ！」

　長く終わらない愉悦に腰がブルブルと震える。

　達しているはずなのに終わりがなく、次から次へと絶頂がやってくる。頭が真っ白になり、開けっ放しの口から淫らに誘うような言葉ばかりが出てしまう。

「んんっ、あっ、それ気持ちいっ……のっ……奥、してっ……ぐちゅぐちゅしてっ」

　轟く内壁がきゅうきゅうと陰茎を締めつけて、中がいっぱいに満たされる。

　耳元で聞こえる余裕のない荒い息が嬉しくて、快感を求めるように自分から腰を揺らした。

「もう……っ」

「雅也さ……っ、イク？　ねぇ、一緒に……っ」

　ガクガクと揺さぶられて、身体を支えていられずに雅也の胸へもたれかかると、硬く尖った乳首が彼の胸元で擦られる。

「あぁっ、ん、これっ、好き……いい、っ」

　一段と膨れた屹立にゴリゴリと奥深くを擦り上げられて、乳房を下から揉みしだかれる。

　胸と下肢への愛撫に際限のない絶頂がやってくる。全身が歓喜に震え、彼の陰茎を締めつける。

「はぁぁっ、もう……っ、だめっ……きちゃう、きちゃうっ……あぁっ！」

　ぶるりと身を震わせた瞬間、深い陶酔に頭が真っ白になり意識が遠くなる。

「──っ、はっ、く」

　背中を仰け反らせながら、ビクンビクンと身体を震わせると、小さく呻いた彼が深く息を吐きだした。

　次の瞬間、熱い飛沫が最奥で弾ける。

　結合部から白濁とした精液が流れ落ちても、吐精は止まらない。飲み込みきれずに結合部から流れ落ちた精液が、シーツを濡らしていく。

　触れ合った肌から互いの想いが伝わり、充足感で胸が満たされていく。

　すべてを吐ききった性器を中に受け止めながら、どちらからともなく甘やかな口づけを繰り返した。

「好き……」

　あまりにも幸福な瞬間は、素直に愛の言葉を与えてくれた。

「やっと言ったな」

　体温の高い手に髪と頬が撫でられて「俺も、好きだよ」と言葉が返された。

　満足そうな雅也の表情に、恥ずかしかったけれどこれでよかったのだと思えた。

　軽く唇を触れ合わせて、誘うように彼の下唇を舐める。

　甘噛みしながら、隙間に舌を差し込むと、お返しだとでも言うように激しく口腔内をかき回された。

「もう、おしまい？」

　冗談めかして問えば、雅也の瞳に再び情欲の火が灯った。

「まさか……これからだろ？」

　身体が反転させられて、中に収まったままの性器がムクムクと頭をもたげた。

　先ほどとは違う角度で穿たれて、あっという間に呼吸が上がっていく。

　彼と一つになって一緒に溶けてしまいたい。

　ネックレスのチェーンが外されて、ベッドサイドに置かれる。激しい息遣いの中、薬指へと指輪がはめられた。

「結婚したら……毎日でも抱いてやる」

　指輪の上に口づけられて、シーツの上で手が重なった。

　ギュッと握り返すと、腰を穿つスピードが速くなる。

　毎日喧嘩ばかりかもしれないけれど、きっと二人で乗り越えていける。

　口が悪いところも、嫉妬深いところも、意地悪ばかりなところですら、大好きになってしまった。

　いつかもう少し素直になれたら、この気持ちを打ち明けてみようか。










エピローグ――雅也











　毎日、仕事で忙しすぎて女性との出会いなどなかった。

　しかし適度に遊んではいたから、両親を心配させてはいなかったはずだ。

　それなのに。

「実は、あなたには許婚がいるのよ」

　久しぶりに帰った実家で、唐突に母から告げられた。父も医師で母とは見合い結婚だ。母はいわゆる〝いいところのお嬢様〟で、決められた結婚であったらしい。両親を見ているとそれを感じさせない仲の良さで、いがみ合っているよりかはずっといいとは思う。が、だからといって息子にまでそれを強要するのは如何なものか。

「結婚なんて考えられないし、女には困ってない」

　ピシャリと吐き捨てるように言うと、母がやれやれと首を横に振った。

「もう決めたことだから。将来的に結婚するしないは二人に任せるわ。けど、月に一度二人で食事に行ってもらいます。もちろん逃げられないわよ？　先方のお母様と監視しますから」

「何勝手に決めて……」

「っていうか、さっちゃんの娘なら絶対可愛くていい子だから！　とりあえず会うだけ会って！　わかった？」

　この強引さには父も俺も敵わない。母が言えば白も黒になる。ここでごねても母の機嫌を損ねるだけだと、長らく生活を共にしたのだから知っている。俺はしぶしぶ頷いた。

　結婚するしないを自分で決めていいのなら、時期を見て「価値観が合わない」とでも言えばいい。

　しかし、そうなると心配事が一つあった。

　今までそれなりに女性とは付き合いを重ねてきたが、面倒のない相手と適当に遊んでいるつもりでも、相手に本気になられてしまうことが度々あった。

　許婚である以上、それは非常に困る。遊び相手にするように優しくでもして、まかり間違って本気にでもなられたら。

　むしろ嫌われた方がいいかもしれない。そう思う程度には自分の容姿に自信はあったし、それを裏づける過去もあった。

　女性を騙すのは気が引けるが、どこの誰かも知らぬ相手と結婚するなど御免だった。







　初めて会った印象は美人で、気が強い。

　それに、実はドンピシャで好みだった。

　彼女は、母親の隣で笑みを絶やさなかったものの、俺と目が合うと睨むように真っ直ぐ見つめてくる瞳が印象的で、コロコロ変わる表情も見ていて飽きなかった。

　同じ医療従事者ということに驚きはしたが、会話のテンポが気持ちよく、つい仕事の話もポロポロと漏らしてしまう。

　きっと彼女は有能な看護師なのだろう。知らないことは知らないとはっきり言うし、勉強家なのか熱心にこちらの話に耳を傾けている。うちの病院に転職してはくれないかと期待すらしてしまう。

　結婚する気はなかったが、遊び相手ならば極上の女性だ。これは俺のなかでは最高の賛辞だった。

　そろそろ仕事の話も尽きて、おきまりの「あとは二人で」の時間がやってきた。別席に移動する母を見送り、待ってましたとばかりにため息を漏らす。嫌われるなら最初が肝心だ。

「ねぇ、あなたは納得してるの？」

　口を開きかけたその時、スッと笑みを抑えた彼女が淡々とした口調で聞いた。

　先ほどまでの和気藹々とした雰囲気はまるでなく、距離を測りかねている、そんな空気が広がった。

「納得なんてするはずないだろう。迷惑だ」

　そう言えば、動揺したように視線が逸らされた。

「私も気持ちは同じ。でも、あなたには申し訳ないんだけど……しばらくはお母さんたちに付き合ってあげてもらえない？」

　彼女の提案には正直驚いた。

　会ってから数十分しか経っていないが、親の決めた許婚と結婚しようというタイプには見えなかったからだ。てっきり、俺と同じくどう断ろうか考えているものだとばかり思っていたのに。

　しかし、どういう事情があるのかは知らないが、こちらの顔を見もしないで告げられたことに苛立ちが芽生える。

「そうしてほしいなら、お願いします、だろ？」

「はっ？」

　彼女は俺の豹変ぶりに何を言っているのかわからないというような顔をした。しかし、みるみるうちに怒りの表情へと変わる。面白くて、つい顔がにやけそうになってしまう。

「今日は仕方なく来ただけだ。どうして貴重な休みを潰してまで俺がお前に付き合わなきゃいけない？　お前が頭を下げて頼むなら考えてやってもいいけど？」

　俺の方にも事情はあるが、下手に出るつもりはなかった。どちらにしろ、この関係を続けなければならないのなら面白い方がいい。

　彼女はギリギリと音がしそうなほど顔を引きつらせると、か細い声で言った。

「お願い……します」

　心の中だけで満面の笑みを浮かべる。

　こんなにも楽しいのは久しぶりだった。

「くそ忙しいが、仕方ないから月に一度の食事だけは来てやる。けど、ぜっっったい、俺のこと好きになったりするなよ？」

　許婚とは言え、彼女とどうにかなることはないだろうが、仕事ばかりで趣味すらなかった俺にはちょうどいい暇つぶしになる。

　これが、許婚である美智との出会いだった。







　そんな出会いから三年後──。

　美智と共に働くようになってから、二度目の夏がやってきた。

「奈良橋さん、明日から小児病棟に移る脳性麻痺の患者さん、歩行練習始めるから。リハビリテーション科のＰＴに連絡しておいてくれ」

「はい。わかりました」

　周囲の生温かい視線をよそに、美智との関係も良好だ。彼女は、結婚後も変わらず奈良橋姓のまま勤務している。

　小児病棟にいる彼女と仕事で関わることは多い。指示を出す際にやりにくいと、俺を気遣ってくれたのだろう。

　生活を共にすればきっと喧嘩ばかりだと危惧していた彼女同様、嫌なところは少なからず見えてくると思っていた。けれど、実際に問題があるとすれば美智が夜勤の間の独り寝が寂しいくらいなものだった。

　リビングに明かりがついていることにホッとする。

　おかえりと迎えてくれる人がいることが嬉しい。

　美智と結婚して、そんな当たり前の毎日が幸せだと感じることができた。

　けれど、あまりに美智が可愛すぎて、かなり無理をさせていることは自覚している。なんだかんだと付き合ってくれるのをいいことに、いつも最後には泣かせてしまう。

　昨夜の潤んだ瞳を思い出して、吐く息が熱くなってくる。仕事中だとわかっているのに、近くにいて触れられないもどかしさを感じてしまう。

「美智」

　空きというプレートがかかった浴室のドアを開けて、美智の腕を引いた。驚いた顔をした彼女がこれから発する言葉もわかっている。

「ちょっ……ここ、病院……っん」

　言葉をすべて飲み込むように唇を重ね合わせた。こんな場所で欲情するわけにはいかない。だから、少しだけだ。

「はぁ、ん……ま、さやさっ……」

　腕の中でおとなしくなった美智の腰を手のひらで撫でると、感じているのかすっぽりと収まる小さな身体がビクビクと震えた。

「今日夜勤だろ？　ちょっと触らせろよ」

「夜勤……っ、代わってもらったの……」

　現在、夜の六時半。

　ちょうど美智の出勤する時間を狙って回診に来たばかりだ。

「どうして？　具合でも悪い？」

「あ～うん、まぁ……」

　言い淀む彼女を問い詰めるように身を寄せた。医師であり夫でもある。何かあるのなら、まずは相談してほしい。

「ちょっと貧血気味だったから、寝不足のせいかなと思ってたんだけど……誰かさんのせいで」

　自覚があるだけにいたたまれない。

　言うに言えなかったのかもしれない。

「悪い……無理させた。今日は帰ってゆっくり寝ろ」

「や、そうじゃなくて」

　美智は言うべきか言わざるべきか逡巡する様子を見せる。貧血は寝不足のせいではなかったということだろうか。感染症、腎臓疾患、肝臓疾患の病名が次々と頭に浮かんできては、不安に襲われた。

「なんだよ」

「まだ確定ってわけじゃないから、言わないでおこうと思ったんだけどね」

「だから、何が？」

　つい急かすように言ってしまう。

　いつもと変わりないように見える美智の瞳が、不安そうに揺れているのを見逃すはずがなかった。

「……妊娠、したっぽい。忙しくてすっかり忘れてたんだけど、まるまるひと月生理きてなかった。さっき検査薬試したら陽性だったから、ここの産婦人科受診しようと思って。時間外だけど電話したら診てくれるって」

　美智は、淡々と感情を隠すように早口で言った。

　しかし、かすかに震える手は、掴んだスカートがシワになるほど強く握られているし、そわそわと落ち着かない素振りを見せて、立ち尽くす俺に窺うような視線を向けてきた。

「……っ」

　感謝の気持ちはもちろんあったけれど、筆舌に尽くしがたい感動に言葉を失ってしまった。

　重い病でなかったことに安堵すると同時に、新しい命を迎えられる喜びに打ち震える。

　鼻の奥がツンとして、目頭が熱くなった。

　産まれてもいない乳児の顔まで想像してしまう。

「すぐ回診終わらせるから、着替えて待ってろ。俺も一緒に行く」

　やっとのことでそれだけ言うと、術後の患者の病室へと急いだ。

　正直、浮ついているのがバレバレだったのだろう。病室にいる患者の保護者にも「先生何か良いことでもあったんですか？」と聞かれる始末だ。

　まだ確定したわけではないし、初期流産だって珍しいことではない。あまりに喜びすぎて、美智にプレッシャーを与えてしまうのは嫌だった。

　こんな時にも、淡々と事務的にしなければと思うなんて職業病以外ない。それでも、言葉一つで美智を傷つけるようなことはしたくはない。

　美智の待つ、産婦人科へと急いだ。外来の時間はとうに過ぎているため、廊下に人はいなかった。美智は外来用の椅子に座って待っていた。

　隣に腰かけ、膝の上で強く握られている彼女の手を包んだ。

「診察まだだよな」

　美智は頷いて、床に下ろした足をブラブラさせた。そして俺の手を握り返すと、聞きにくそうにポツポツと話した。

「あのね、雅也さん……私が妊娠してたら、嬉しい？」

　そう聞いた彼女の表情は強張っていた。

　恐る恐るといった風に小さな声で告げられて、自分の愚かさを理解した。

「嬉しいに決まってる」

「そっか、よかった……」

　間髪入れずに答えると、美智の表情が明るいものへと変わる。張り詰めていた緊張の糸が切れたように、肩から力が抜けた。

　美智の両腕が背中に回されて、胸元に顔が埋まる。強がりな彼女は不安をあまり口にしない。もしかしてと予感が芽生えてから、どれほど頭を悩ませたのかなど想像に難くない。

　彼女を傷つけたくないなど、考えすぎていた自分に呆れてしまう。

　嬉しいのは当たり前だろう。

　愛する人との間に子どもができて喜ばない夫がどこにいる。

　素直にただただ嬉しい、ありがとうと言えばよかった。彼女は不安だったのだ。もしかしたら、俺が喜ばないかもしれないと、そう思ったのだろう。

「不安にさせたか？」

「子ども欲しいとか聞いたことなかったから……まだ結婚したばかりだし、早いのかなって考えちゃって」

　たしかに、子どもをどうするかと二人で話し合ったことはなかった。考えなかったわけではないが、自然に任せようと思っていただけだ。

「子どもがいてもいなくても、お前がそばにいてくれさえすれば、それでよかったんだ。お前は？　嬉しい？」

「私もどっちでもよかったんだけど、雅也さんが嬉しいって言ってくれたから、それだけで嬉しい」

「病院で可愛すぎること言うな。襲いたくなる」

　美智の頬へと口づけると、顔がピンク色に染まり誘うように瞳が潤む。無意識とわかってはいても、俺以外の誰にも見せたくない。

「ちょっとはセーブしてよ？」

「どうかな」

　俺が言うと、安心したように美智が笑った。

　家族が増えようと、美智への愛情が変わることなどない。

　彼女が不安に感じることなど、何もないのに。

「お前、本当に俺のこと好きだな」

「うん……大好き」

　たまに見せる素直な彼女も、負けん気の強い意地っ張りな彼女も、どちらも愛おしくてならない。

　彼女の言葉一つで、こんなにも満たされているのだから。

　きっと、ずっと永遠に──君を愛している。

「俺もだよ」








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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